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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本書の内容はフィクションであり、登場する団体・店名・人物などの名称はすべて架空のものです。









　　　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ






　　◆プロローグ

　　◆同居生活、６週間目（10月）

　　◆同居生活、７週間目（10月）

　　◆同居生活、８週間目（11月）

　　◆同居生活、10週間目（11月）

　　◆エピローグ

















◆プロローグ




　家出少女らしきものを拾った。




　いまから１ヵ月半ほど前の話だ。

　その少女はダンボール製の手作り札を首から下げてコンビニの前に立っていた。なりゆきで、俺はその少女、麻友まゆを、借りてるアパートの一室に泊めることにした。７日間限定で。

　あまり深く関わるつもりもなかったのだが。




　現在その少女、麻友は俺、比良ひら克樹かつきが住む部屋で暮らし続けている。





◆同居生活、６週間目（10月）




　夕方も過ぎ、あちこちの家から夕飯の香りが漂ってくる頃。

　バイトから戻ってきた俺がアパートのドアを開けると、そこには。

「お帰りなさい、か、つ、き、さんっ」

　エプロン姿の麻友が立っていた。間違えた、エプロンだけ着た麻友が立っていた。

「…………」

　俺は黙ってドアをそっと閉じた。

　前にもこんなことあったような……？

　デジャブのようなものを覚え、俺はふぅっとため息を吐いた。

「もー、克樹さんってばまた仕事先に忘れ物したんですかぁ？」

「だからその姿で出てくるなっつってるだろうが!?」

　エプロンだけ着た姿で外に出てこようとする麻友の肩を押し、俺は部屋の中へと押し込めた。

「なんでまたそんな姿してるんだ。着替えがないってわけでもないだろう」

　たしか以前に裸エプロンになったときは下着も服も洗濯してしまっていたはずだ。いまの麻友は俺の部屋に正式に住んでいるから着替えがないなんてことはありえないはずだ。

「なんでって……克樹さんはこの姿を見てなにか思いませんか？」

　もじもじと身体を動かしながら麻友は聞いてくる。

　なにかって……。俺は麻友の全身をじっと観察した。

　腰までの長さの艶のある黒髪。伏し目がちの瞳に、ほんのりと赤く染まった頬。細身の身体を隠すのはたった１枚の布きれ。

　だがしかし、どうにも細すぎるのだ。

　胸や尻に肉がついていればもう少し違った感想も抱けそうだが、ほぼ真っ平らな身体に１枚の布だけを巻いた姿はさびしさとかわびしさなんて言葉を思い浮かべる。寒そうだ。

　それに裸に前かけ姿……。小さい頃に読んだ絵本のキャラクターがそんな姿をしていたような。

「金太郎だな！」

「……さて、まさかりはどこでしょうか」

「やめろ凶器を探すな、俺が悪かった」

　台所へと足を進めかけた麻友をあわてて引き止めた。

　麻友は頬をぷぅっとふくらませた。

「もう！　克樹さんってば、あいかわらずロマンが足り、ふぁりっ……へっ、くっちゅん！」

　突然、麻友は大きなくしゃみをした。

　もう夕方だ。昼間に比べればだいぶ冷え込んできた。おまけに今朝から雨がしとしと降っていた。まだ10月だけど、11月下旬の気温だって天気予報で言ってたっけ。

「寒いんだろう」

「寒くありません」

　俺は麻友の細い肩に手を置いた。カタカタと震えていた。

「おい、震えてるぞ」

「これはいつ克樹さんに襲われるのかと思ってちょっと怖くて……くしゅんっ！」

「いや、寒いんだろ、認めろよ。風邪をひくぞ、服着てこい」

「……ふぁい」

　ずず、と鼻をすすりながら麻友は台所の隣にある和室へと入っていった。台所のコンロの上にはフタをした鍋とフライパンが置かれていた。そっと中身を確かめた。今夜の飯めしは豚の生姜焼きと味噌汁のようだ。

　帰ってきたら夕飯が用意されているなんて、１ヵ月半前の俺の生活では考えられないこと。

　俺はフライパンの中の肉を指でつまもうとして……、

「あー！　克樹さん、つまみぐいはやめてください！」

　和室から出てきたばかりの麻友に怒鳴られた。

　ちなみに、服はちゃんと着ていた。




　ふたりで夕食を食べ、麻友が皿を洗っているあいだに俺が風呂を掃除して、それから順番に風呂に入った。

「ふぅ～、いいお湯でしたぁ」

　乾ききってない頭にタオルを乗せて麻友が風呂場から出てきた。ピンク色のパジャマを着た麻友の頬は風呂上がりで軽く蒸気していた。

　細身の身体を覆うゆったりとした薄手のパジャマ。少し力を入れるだけで外れてしまいそうなボタン。むき出しになった無防備な白い素足。

　裸エプロンなんかよりもずっと目を奪われる。

「克樹さん？　なんですか？」

　ぼうっと見続けてしまった俺に麻友が首を傾げる。

「……なんでもない」

　俺は麻友から視線をそらし、煙草に火をつけた。




「それでは克樹さん、おやすみなさい」

「おう、おやすみ」




　俺に軽く頭を下げた麻友がふすまの向こうの和室に消える。

　遠く離れてしまったわけじゃないのに、さびしさのような、安心感のような、複雑な気持ちが俺の胸に湧き起こる。

「……寝るか」

　俺は部屋の灯りを消して、開いたままのソファベッドに横たわり、毛布に潜り込んだ。





＊






　家出少女らしきものを拾った。

　いまから１ヵ月半ほど前の話だ。




『血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれるって言われたんです。身体をつなぐことでしか家族になれないんなら、私は自分で家族を選びたい、そう思ったんです』




　麻友の母親は、自分の恋人に娘を差し出せと言われてバカ正直に麻友を差し出そうとしていた。

　そして俺は父親の浮気が原因で家庭が崩壊し、ずっと夢だった医大に通うことができなくなっていた。

　同じ傷を持つ俺たちは、身体を重ねた。

　こんな関係、傷の舐め合いでしかないと思っていたのに、いつしか俺は麻友の幸せを祈るようになっていた。





＊






　実際に一緒に暮らすことを決めて、２週間ばかりはあれこれ忙しかった。落ち着いてきたのはここ最近だと思う。

　夕飯を食べて風呂に入れば、ほかになにかをする気力もなく、あとは寝ることしかできなかった。

　……いや、できないことにしていた。

　どうして麻友が裸エプロンなんかしたのか、理由はわかる。

　やっと落ち着いてきたというのに俺が麻友に手を出さないから。




　あれから、俺たちは１度もセックスしていない。




　手を出す機会がないというわけじゃない。それっぽい雰囲気になったことは何度かある。だけどそのたびに俺は逃げていた。

　べつに急性のインポが発病してしまったとか、ついに巨乳以外には勃たなくなったというわけじゃない。

　自家発電なら麻友がいないときや風呂に入っているときにこっそりしている。しかも麻友との初体験を思い出したり、風呂に入ってる姿を想像して、だ。

　我ながら情けない。

　だけど俺には手を出せない理由と意地があった。





◆同居生活、７週間目（10月）




　玄関を開けた途端に香ばしい匂いが漂ってきた。

「あ、おかえりなさい克樹さん。今日は秋刀魚サンマの塩焼きですよ」

　台所にいた麻友が俺のほうを振り向きながら言った。

　トレーナーとロングスカートの上にエプロンをつけている姿はなんというか……妙に大人っぽいというか、色っぽいというか。

「……おう」

　思わず視線をそらして適当な返事をすると。

「克樹さん。おかえりと言われたときはただいま、ですよ」

　菜箸を持ったままの麻友に叱られてしまった。

「お、おう。……ただいま」

　俺は頭をかきながらあらためて返事をした。

　しばらくすると小さなちゃぶ台の上にふたりぶんの夕食が並べられた。

　麻友はもう家出しているわけじゃない。俺のアパートから短大に通っている。シフトやその日のバイトの内容によっては俺のほうが早く帰ってくることもあるが、だいたいは麻友のほうが早い。

　俺の部屋に寝泊まりし続ける代わりに、こうして家事をやってくれている。俺ひとりの生活だと部屋があっという間にゴミで埋めつくされてしまうので、正直、助かる。

「大学にすっごいかっこいいひとがいるんです。瀬戸さんっていって、バレー部のエースなんですけどね。背が高くて、細いけど筋肉もしっかりついてて。憧れちゃいますね、ああいうひと」

「ふーん」

　秋刀魚の身をほぐしていると、麻友がやたら楽しそうに話しかけてきた。

「で、その瀬戸さんから今度講義が終わったら遊びに行かないかって誘われちゃって……」

「へぇ」

「瀬戸さんって、いつも複数の女の子と一緒に遊んでいるんですよね……。あんなにたくさんの女の子と遊んでいるひとと、私なんかが一緒に遊んでもいいのかどうか悩んでしまって……克樹さんはどう思います？」

「……好きにすればいいんじゃねえの。俺なんかと一緒にいるより、その瀬戸って男のほうが楽しいかもしれないし？」

　麻友はいったいなんのつもりでその瀬戸ってやつの話を俺に振るんだ。

　たしかに俺と麻友はセックスしたかもしれない。




　そして俺は、麻友を幸せにすると決めた。

　麻友ひとりくらいの面倒くささならつき合ってやろうと思った。




　だけどそれは正式に麻友と……恋人になるという約束を交わしたわけじゃない。だから麻友がどんな男とつき合おうとも俺には関係ない。関係ない、本当に関係ないんだ。

　関係ないからほかの男の話なんて俺にするな。おもしろくないんだよ。

　秋刀魚の身をほぐすどころか粉々のバラバラにしてしまった俺に、麻友はくすくすと笑う。

「もう、克樹さんってば、なに勘違いしてるんですか？　瀬戸さんは女のひとですよ。だって私、女子大に通ってるんですから」

「……うっせ、ばーか」

　俺はぐちゃぐちゃにしてしまった秋刀魚の身を白飯の上に乗せ、一気にかき込んだ。

　ふと、以前に『普段行っている場所』を聞いたとき、スーパーの看板を指差したことを思い出す。友だちと遊びに行ってる場所がなかったのだ。

「友だち、いるじゃん」

「……はい。以前は……母にどういうひとを友だちにしていいか決められてましたから。だからあまり近づかないようにしていたんですけど……でも、私も一歩踏み出してみようと思いまして、こちらから声をかけてみたんです」

「そっか、うまくいってよかったな。楽しんでこいよ」

「はいっ」

　少し照れくさそうにしながらも麻友は笑った。

「あ、克樹さんも一緒に来ます？」

「いかねーよ！」





＊






　夕飯も終えてあと片づけをして、交互に風呂に入って、それぞれの部屋で休む。

　部屋といっても俺の場合、台所を根城にしているようなものだが。麻友は家出したときから貸している和室２室だ。以前は捨てるのが面倒くさくてゴミ袋をため込んでいたが、いまはすっかり片づけられている。

　実際のところ、麻友が使っている部屋のほうが広い。

　のだが。

「克樹、さん」

　毛布と布団を引きずった麻友がおずおずと俺に話しかけてくる。

「隣で寝ても、いいですか？」

　持ってきた毛布で口元を隠し、視線をわずかにそらした麻友。

　なにを求めているのか。それは子供のように本当に隣で寝るだけなのか。




　そうじゃないことを俺は知っている。




「麻友」

「はぁ」

　あいかわらずの聞いているのか聞いてないのかよくわからない返事。

「俺とセックスしたいのか？」

「……克樹さんはどうなんですか？」

　問いかけたはずなのに逆に問い返された。

　ああ、面倒くせえな、と思いながらも俺は麻友に答える。

「俺は、したくない」

　俺は知っている。

　麻友がどうしてしつこく色仕掛けをしてくるのか。セックスしようとするのか。

　同じ傷を持つ者同士だから理解できる。




　麻友はセックスすることによって自分がここにいていいんだって確証を持ちたがっている。




「じゃあ、おやすみー」

　俺はわざと軽い声で言った。そして吸っていた煙草の火を灰皿に押しつけて消し、俺はソファベッドに横になって麻友に背中を向けた。

「あ……」

　俺の背中になにか言いたげな麻友の声が被さる。

「おやすみ、なさい……」

　だけど麻友はそれ以上なにも言わずに、引きずってきた毛布と布団の中に潜り込んだ。







　麻友をこの部屋に住まわせてるのは麻友とセックスするためじゃない。

　あんなひどい事件があった家に独り残すよりは、俺のところにいたほうがいいと思ったからだ。

　俺は麻友を幸せにすると決めた。

　傷を舐め合う関係を続けるためじゃない。

　……それに俺は思う。

　俺と麻友はいったいなんなんだ、と。

　ただの知り合い。家族。恋人。セックスフレンド。どの言葉もきっちり当てはまる気がしない。

　だから俺は、麻友とセックスするつもりはない。

　俺と麻友の関係がいったいなんなのか、はっきりと言葉にできるようになるまではセックスしないと決めた。





＊






　コツ、コツ、コツ、コツ。

　灯りを消した部屋の中に時計の針が刻まれる音だけが響く。アパートの外からは酔っぱらいの声と、遠くを走る電車の音が聞こえた。真夜中に至るまではまだちょっと早い。




「……克樹さん、起きてますか？」




　隣で寝ていた麻友がゆっくりと起き上がり、俺に声をかけてきた。

「…………」

　俺はなにも答えない。できるだけ不自然にならないように穏やかな呼吸を続け、眠っているフリをし続ける。

「寝てます、ね……」

　ほうっとため息を吐いた麻友がころんと布団の上に寝転がる。

　悪いな、まだおまえに応えてやることはできないんだ。

「……ん……」

　寝心地が悪いのか、麻友はもぞりと身体を動かしながら小さな声を上げた。

　こそこそ、こそ、こそこそ。

　わずかな衣擦れの音はやむことなく、麻友は身体を動かし続ける。

「……ん、んぅ……っ、克樹、さん……」

　こぼされる小さな声には熱い吐息が込められていた。

　いや、待て。

「……あ……っ！　ん、んん……」

　待て待て待て。

　麻友はいったいなにをしているんだ？

　寝心地が悪くて身体を動かしているわけじゃない。背中から感じる気配から察するに、麻友は手だけを動かして、声を噛みしめている。

「……ん、んンッ！　……ふぁ……っ」

　これは。これはもしかして。

「ん、……ん、ふぅ……ぁ……！」




　間違いない。

　麻友は、俺のすぐ隣でオナニーをしている。




　聞こえるのは布がこすれる音と、噛み殺された嬌声が混ざった麻友の吐息。

　俺は背中を向けているから実際になにかが見えているわけじゃない。

　見えていないからこそ、逆に想像力をかきたてられてしまう。

「……ぁ……ん、んん……」

　大きくたくし上げられたパジャマに手を差し込み、薄紅色の乳首を指で転がしている。もちろん見えないから想像だ。だけど俺の脳裏には指先でくにくにと弄もてあそばれている乳首がありありと浮かんでいた。薄すぎる乳房の肉が、麻友の手のひらによってこねられている。

「ん……ぁ……ん、ふぁ……」

　耳をかすめる麻友の儚はかない息。きっとあの小さな唇はきゅっと噛みしめられ、かと思えば、はふはふと空気を求めて開閉しているのだろう。

「ん、……んぅ……」

　そわ、そわ、と麻友の両膝が落ち着きなくこすり合わされる。

　ごそごそ、と衣擦れの音の種類が変わった。

「……ンッ！　……っ……！　んあ、あ……っ！」

　声に混ざる甘さの量が増した。

「……あ、あ、あ、……んンッ……！」

　押し殺されていたはずの嬌声が短い吐息とともに吐き出され、手の動きが速さを増す。













　……くちり、とわずかな水音が耳をかすめた気がした。

　それはもしかしたら妄想の末に俺が生み出した幻聴かもしれない。

　だけどいまの俺にはその真否なんてどうでもよくて、ただただ身体を硬直させ、麻友に気づかれないことだけに集中していた。

　指先ひとつでも動かしたら、俺が起きてることに気づいてしまうかもしれない。

　それはそれでおもしろそうだとは思ったが、麻友とセックスしないことを決めているいま、気づかれてしまえばせっかくの努力が無に還ってしまう。

　きっと、我慢できなくなる。俺が。

「あ、あ、……んンッ……！」

　パジャマと下着に差し込まれた麻友の手が薄くやわく生えそろった陰毛の向こうのクリトリスに直に触れる。

　ぴりりぴりり。濡れた肉の芽が指先に触れるたびに甘い刺激が麻友の身体を走る。

　ぴくりぴくり。麻友の細い身体が震える。

　それでも麻友は手の動きを止めることができなくて、淫唇の先端にある淫核を指で転がし続ける。弄び続ける。

　割れ目の奥の粘膜からは愛液がじわりと漏れ出てきて、着替えたばかりの下着に染み込んだ。

　繰り返すが想像だ。

　だけどその妄想を頭から追い出すことができない。

　荒くなりそうな呼吸を抑えるために、俺は限界まで息をすることを我慢していた。

「……ぁ……克樹、さ……っ」

　不意に名前をつぶやかれ、思わず声を出しそうになった。

　全身に力がこもり、肩をぶるりと震わせてしまう。やばい。麻友に気づかれてしまう。

「……あ、あ、……ふぁ……っ、ん、んんぅ……っ！」

　気づかれることはなかった。

　麻友はオナニーすることに夢中になっていた。

　自ら手を動かし、恥丘へと指を滑り込ませ、クリトリスを玩具のようにこねくり回し、淫唇の粘膜を爪でこすりつけている。

　快楽の象徴の愛液はいまも淫唇の奥からあふれ出て、麻友の指先とショーツを穢けがしている。

「克樹、さん……克樹さん……ん、ンッ！」

　俺の名前を呼びながら、俺に触られることを妄想しながら、麻友はオナニーしていた。

　ものすごく勝手なこととはわかっているのに、俺は麻友の心の中の俺に嫉妬していた。

　本物の俺は身体を１ミリ動かすことさえ躊躇ちゅうちょしているというのに、麻友の心の中の俺は好き勝手に麻友の身体に触れて、弄んでいる。

　ああ、もう！　本当にそうしてやろうか？

　いまここで起き上がって、最初から気づいていたことをネタばらしして、驚きのあまり口をぱくぱく動かすことしかできていない麻友の身体に覆いかぶさって、１ヵ月半の想いを込めて犯してやろうか。きっと愛液は満たされているはずだから愛撫は必要ないはずだ。

　そんなことをすればいままでの我慢どころか、麻友との関係も終わってしまう。

　傷を舐め合う関係に堕ちてしまう。

　でももう我慢できない。我慢できるとすればあと10秒。

　ほら、９、８、７、６……。

「んンッ！　んん、うぅうううんんん……っ!!」

　噛みしめられた麻友の唇からひときわ高い声が漏れる。びくびくっと強く痙攣けいれんした麻友の身体からくたりと力が抜け落ちた。

「……ん……ふぁ……」

　イった。イってしまったんだ。

「……う、うぅぅ……」

　泣きそうな声をこぼしながら麻友は起き上がった。そしてふらふらとした足取りで洗面所兼風呂場がある方向へと向かっていった。

　ジャー、と蛇口から流れる水音が聞こえた。愛液で濡れた手を洗っているんだろう。

「…………。……………………はぁ～～……」

　俺は長い沈黙のあとに大きなため息を吐き、ごろりと寝返りを打った。

　気づけば額にも手のひらにも汗がびっしょりと浮かんでいた。もちろん俺のペニスは元気いっぱいに勃起している。

　麻友はいなくなったのに、部屋の中には淫らな空気が漂っているような気がした。

　この空気の中にどれだけ麻友の汗と愛液の成分が含まれているんだろう。俺は肺いっぱいに空気を吸い込んだ。変態か。

　しばらくもしないうちに麻友は戻ってきて俺の隣に寝転がり、毛布を被った。

　やがて定期的な寝息が麻友のほうから聞こえてくる。本当に眠ってしまったようだ。

　俺は……俺は真っ暗い部屋の天井を見続けることしかできなかった。
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　眠れなかった。

　いっそ俺もトイレに行って抜いてこようかと思った。

　しかし、少しでも妙な素振りを見せれば隣にいる麻友になにもかも気づかれてしまうような気がして、結局朝になるまでなにもできなかった。




「克樹さん、朝ですよー。ごはんできましたよー」




　昨夜のことなんてなにもなかったかのように、麻友は普通に起きて朝食を作り、いまだにソファベッドに寝転がって起きてこない俺に声をかけてきた。

「んー……あとで食べるぅー……」

　尻をかきながら寝ぼけ声で麻友に返事をする。

「うわ、おじさんみたいですよ、克樹さん。ハゲないでくださいね」

　なんだとこの野郎！

　思わず起き上がって怒鳴りたくなる衝動を抑えた。

「私、先に食べますから。あと片づけ、お願いしますね」

　麻友は俺に呆れたため息を吐き、寝ている俺の隣で朝食を食べた。そして自分のぶんの食器を洗い、身支度をしてから外に出ていった。

「…………」

　独りになった部屋で俺はゆっくりと起き上がった。

　ちゃぶ台の上には俺のぶんの食器と、ラップがかけられた焼き鮭が置かれていた。

　俺はすっかり冷めてしまった朝食をもそもそと食べて、麻友に言われたとおりに食器を片づけた。片づけないとあとが怖い。

　眠気覚ましにメンソール入りの煙草を吸ってみたが。

「……ふぁ……」

　口から生あくびがこぼれてしまった。
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　バイトに行っても眠いのは変わらなかった。

「うわっ」

　商品を棚の上に陳列しようとして落としそうになった。いつもならこんな失敗しないのに。

「……はぁ～」

　その場に座り込んでため息を吐く。身体がめっちゃだるい。店の中だというのにこのまま横になりたい衝動がむくむくと湧いてくる。本当にそうしてしまおうか。

「ちょっと比良くん!?　床に手をついてどうしちゃったの？　大丈夫？」

　うわ、やべ。本当に寝そうになったところを本田ほんださんに見つかってしまった。

「あー、その……なんでもないです。ちょっとバランス崩しただけです」

「なんだか顔色悪いよ？　反応も鈍いし」

　本田さんが俺の顔をのぞき込みながら心配そうな顔を見せる。

　このひとともずいぶん親しくなったと思う。

　いままで、ひとつの場所での仕事を長く続けることはなかった。長くいれば、それだけそこにいる人間と距離が縮まってしまう。

　だけどこのドラッグストアでのバイトはいままででもっとも長く続いていた。

　続けられたのは、まぁ、心境の変化があったせいだ。

「ここはやっておくから比良くん、奥で休んでなよ」

「いや、まぁ……これくらいならべつに」

「ほらほら遠慮しないでって！　商品落としたらたいへんでしょ？」

　もたついているあいだに並べなきゃいけない商品を台車ごと奪われてしまった。

　まぁ、いいか。本田さんの言っていることも正しい。少し奥で休ませてもらおう。

　俺は店の奥のほうにある従業員用の休憩所に行ってパイプ椅子に腰かけた。

　ぼーっと天井をあおぎ見ていたら、いつの間にやら本田さんが缶コーヒー片手に姿を見せた。気づいたら15分ほど過ぎていた。

「はい、おごりだから、どーぞ」

　本田さんは缶コーヒーを俺に差し出してきた。

「ども、すみません。いつかお返しします」

「いいっていって。気にしないで。私のほうが年上だもんね」

　年上であることとおごることになんの関係があるのかわからないが、なにか言うのもめんどいのでおとなしくおごられておくことにした。

　本田さんは短大生だが、煙草が合法的に吸える俺より年上だ。なぜかというと２回ほど留年しているからだ。バイトなんかしてないで真面目に勉強すればいいのに、なんてことは面倒くさいのでもちろん言わない。

「比良くんさぁ、彼女と同棲してるんだよね」

「え？　彼女？」

　思わず聞き返した。

　そんなこと言ったっけか。

「前に言ってたでしょ、一緒に住んでるやつがいるって」

「あー……」

　そう言えばそんなことも言った気がする。

「ほら、前、比良くんが交通事故の怪我でバイト休んだとき。彼女さんから連絡あったんだよ」

「ああー……そんなこともありましたね」

　１ヵ月半前の事件のとき、俺はひどい怪我をした。そのとき麻友が各種方面への連絡を済ませてくれたらしい。交通事故とごまかしてくれたのはよかったと思う。

「もしかして、彼女とうまくいってないの？」

「いや、うまくいってないわけじゃ……」

　というかだ。俺は麻友を〝彼女〟なんかと呼んでいいのだろうか。

　本田さんに聞かれたときは面倒くさくて思わず彼女がいることを肯定してしまったが。

「同棲してるけど、彼女じゃないとか？」

　言葉をつまらせてしまった俺を見て、本田さんは核心に近いことを突っ込んできた。

「ああ、えっと、ですね……」

　寝不足で頭がよく回らない。

　冷静に考えてみればごまかす方法なんていくらでもあったのに。俺はつい言ってしまった。

「その、家庭に事情がある親戚の子を預かっているんですよ……」

　当然だが、俺と麻友は親戚じゃない。血のつながりなんてない。

「ああ、やっぱり。彼女じゃなかったんだ」

「……ええ、はい」

　再度確認してくる本田さんからちょっとだけ視線をそらしながら肯定した。

「家庭に事情がある子かぁー。詳しくは聞かないけど、そういう子と一緒に暮らしてるといろいろ悩みそうだもんね」

「はは、まぁ、そうなんですよ……なんかうまく距離感つかめないっていうか、どう接すればいいのかわからないって感じで」

「一緒に遊びに行ったら？　そういう家庭環境の子には楽しい思い出を作ってあげるべきだよ。比良くんも家族からいろんな思い出もらったんでしょ？」

「はっはっは」

「笑ってごまかしてもだーめ。だから本田さんが比良くんにいいものあげちゃうよ」

　俺の目の前に１枚の券が差し出された。

「温水プール？」

　券に大きく書かれている文字を読んだ。

「そ、温水プール。シーズンじゃないけど温水だから関係ないでしょ。これ１枚で３人くらい入れるんだって。プールが嫌なら隣についてる温泉の入場券としても使えるよ」

「へー、それはありがとうございます」

「ふふ、じゃあ今度デートしてくれる？」

「それは……」

　返事しようとした瞬間、店長が休憩所にやってきた。

「ああ、その券、うちの会社で配ってるやつなんだ。比良くんもらってないならもらっておいてね」

　それだけを言い残してトイレへと向かっていった。

「はっはっはっはっは」

「あっはっはっはっは」

　ふたり見つめ合って笑い合う俺と本田さん。

「券はいただきます。デートは断ります」

「ケチ」

「はっはっは」

　俺がケチならあんたは詐欺師だよ。

　さて、適度に休憩もしたことだし仕事を再開しようか。チケットをポケットにねじ込んで店内に戻ることにした。

　ねじ込む前に『関係者様ご家族　招待券』とチケットに書いてあるのが見えた。




　家族、か。




『血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれるって言われたんです』




　じゃあセックスをした俺たちは家族と言っていいのか。

　そんなわけない。あれはただの傷の舐め合いだ。

　俺と麻友はいったいどんな関係なんだ。




「……ま、いいか」




　あれこれ悩みすぎて、こんな寝不足な状態になるよりかは遊びに行ったほうが気持ちの整理もつきそうな気がする。

　たしか麻友の誕生日が11月初めだったはずだ。

　遊びに連れていってやると言ったら麻友はどんな顔をするだろうか。

　それを想像するのは、思った以上に心地がよかった。





◆同居生活、８週間目（11月）




「温水プール、ですか？」

　スプーンを片手に持ちながら麻友が首を傾げた。

　今日はシチューだ。面倒くさがりの俺でもときどきは作っていたメニューだが、麻友特製のシチューは小麦粉と牛乳を使って作られていて、市販のルーは入っていなかった。おまけに隠し味として味噌を投入しやがった。

　どんな味がするのかとハラハラしながら口にしたが、……うまかった。

「ああ、バイト先から優待券もらってきたんだ。行くか？」

「それってデートですか？」

「んー、たぶん……」

　はっきりしたことは俺にもわからない。

　じつは誕生日プレゼントのつもりでもあったんだが、素直にそれを告げるのは……なんだか気恥ずかしかった。

　麻友は俺の曖昧な言い方に文句をつけることもなく嬉しそうに小さく笑った。

　いや、嬉しいなら嬉しいってもっと派手に喜ぶべきだと思うがね。

「克樹さんの水着なら洗ってタンスに入れてますよ」

「あー、うん、……あんがと」

　つか、水着があることも水着が必要なのも忘れてた。

「おまえは水着持ってるのか？」

「持ってますよ。高校のときに使っていたのが」

　ふーん、と生返事をしようとして気づいた。

「おい。それって、いわゆるスクール水着ってやつじゃないのか？」

「授業で使っていたんですから、そうなりますね」

「普通のはないのか、普通のは。とも……」

　友だちと一緒に遊んだときに使ったやつ、と言いかけてこいつのかつての人間関係を思い出す。

「いませんでしたよ。どうせぼっちでしたから。ええ、ぼっちでしたから」

「……自分で言ってて悲しくならないのか」

　しかも２回も。

　言わせてしまったのは俺なんだが。

「あー、なんだ。どうせだから買ってこいよ。大学で友だちできたんだろ。必要になるかもしれないじゃないか」

「そうですね、そうします」

　にこりと笑いながら麻友は答えた。本当に嬉しそうだ。

「一緒に行こうか？　今度の土曜、休みになるし」

「……克樹さんのえっち」

　なんでだよ!?

「そんなに私の大胆なハイレグ姿が見たいんですか、しょうがありませんね」

「見たいか見たくないかだったら見たいけど！」

「正直者ですね。そんな克樹さんには金のハイレグパンツを進呈しましょう」

「いらねーよ!?　俺が着ることになるのかよ！」

　ふたりそろってハイレグ水着を着たところを想像する。

　周りにいる客たちの視線が俺たちに集中する。もちろん、羨望や憧れなんかじゃない。芸人か、珍しい生き物か、はたまたただの変態にしか見られないだろう。

「普通のにしろ、普通のに」

「むぅ、わかりましたよー。でも克樹さんはついてこないでくださいね。ひとりで買いに行きます」

　こいつひとりで買いに行かせてもいいのか？

　……心配だ。

「そんな目で見ないでくださいっ！　ちゃんと店員さんに最新のデザインのを聞きますから安心してください。……それにですね、デート、なんですよね」

「お、おう」

「克樹さんに水着を見せるのも楽しみのひとつにしたいんです。だから、ついてこないでください」

　店員に聞くというのなら、まぁ、大丈夫だろう。貧乳のくせに無理にビキニを着て悲惨なことになることもないと思う。それはそれで見たい気もするが。
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　土曜になり、昼食を終えると麻友はさっそくひとりで出かけていった。玄関を出る前にこぶしを握りしめ、やる気満々だった。

　見送った俺は特にすることもなく、部屋でテレビをぼんやりと見ながら時間をつぶした。

　夕方になり、麻友が帰ってきた。

「……ただいま戻りました」

「おかえり……」

　なんだろうか、出かけたときと比べればやけに落ち込んでいる気がする。

「水着は買えたのか？」

「は、はい！　それはバッチリです！　とてもとてもいいものを買うことができました！」

　水着が入っているらしい紙袋を持ち上げて麻友は主張した。水着が買えたのは本当のことのようだが、なにか空元気のような気がしてならない。好きなデザインのものが買えなかったのだろうか。

「そ、それじゃ、ごはんにしますねっ！　ちょっと待っててください、すぐに作ります」

「帰ってきたばかりだろうが。今日は俺が買ってくるわ。それともどこか食べに行くか？」

「だ、ダメです！　それはダメです！　作ります！　ちゃんと作りますから！」

　なぜか麻友は必死に作ると主張してくる。

「いや、疲れてるだろ。たまには弁当くらい……」

「違うんです！　私が、ごはん作りたいんです。作らせてください……」

　妙なものを感じながらも、飯を作ると言い張る麻友に俺はうなずいた。
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　やがてちゃぶ台の上に夕飯が並ぶ。

　ハンバーグにポテトサラダ、ミネストローネとちょっと手間がかかりそうな品ばかりだ。が、作ってもらった俺に文句を言う資格はない。




「あの、ですね」

　ミネストローネの表面をスプーンでつつきながら麻友はぽつりとつぶやいた。

「さっき買い物に行ったときなんですけど」

「ああ」

　俺もポテトサラダを口に運びながら生返事をする。真面目に答えてやれば、逆にプレッシャーを与えることになりかねない。わざと世間話を聞くように答えた。

「さっき買い物に行ったときなんですけど」

「うん」

「親戚のひとに出会ったんです」

「……へぇ」

　本田さんに麻友のことを『親戚』だと説明してしまったことを思い出し、なんとなく気まずくなった。

「母の、従姉いとこのひとでして。母は親戚の方があまり好きではなかったようでしたので、法事以外で顔を合わせることはあまりなかったのですが。母が入院して、いろいろたいへんだろうからしばらくうちに来ないかって、言われまして」

「いいひとじゃないか」

「……そうですね、いいひとです。あまりつき合いはありませんが」

「ここにいることは言ってないのか？」

「あはは。男のひとと暮らしてるって言ったほうが心配されちゃいますよ」

　それもそうだな。

「克樹さんはどう思いますか？」

「どうって？」

「その、やっぱり、克樹さんは血のつながりがあるひとじゃありませんし、……私みたいな子が厄介になるなら血縁者の方のほうがいいかな、なんて……」




　ああ、そういうことか。

　やっぱり面倒くさいな、こいつも、……そして俺も。




「べつに……おまえが好きなようにすればいいんじゃねーの。親戚のとこに行きたいってんなら止めないし。……ここにいたいってんなら、いてもいいんじゃねえの。おまえひとりがこの部屋にいたからって面倒なことなんてねぇよ」

　俺の答えに麻友はわずかに唇をとがらせる。

「まぁ、いいです。この話は。たぶん向こうも社交辞令で言ったんだと思いますし、本気にしちゃったら迷惑になっちゃいますね」

「そうだな」

　なんて話をしているうちにハンバーグは冷めてしまい、少し硬くなりつつあった。

「克樹さん。克樹さんってわがまま言う子じゃなかったでしょう」

「いきなりなんなんだよ……」

　冷めかけたハンバーグを口に放り込みながら俺は答える。

　確かに昔の俺はクソ真面目で、授業も宿題もさぼることなく勉学に励み、医者になることを目指していた。

　……だけどそれは勉強以外のことを考えるのが面倒くさかったせいもある。

　わがままを言って自分の我を通すよりも、社会は、世界はそんなものだと自分のほうから馴染んで受け入れてしまったほうがトラブルを起こすこともないと、いつの間にやらわかっていたから。

　だから親にわがままなんて言ったことは、ほとんどなかった。

「わかるんです、私もそうでしたから」

　麻友は小さく微笑を浮かべた。

　いや、嘲笑あざわらった。

　それは麻友自身のことだったかもしれないが、俺は俺自身の胸がちくりと痛むのを感じた。閉じかけていた傷が再び開き、血を流している。




　麻友をこの場で押し倒したくなった。

　押し倒して、唇を重ねて、舐め合いたくなった。

　それは正真正銘の傷の舐め合いだ。




「麻友」

「なんですか？」

　俺は麻友の皿に残っているハンバーグをさっと奪い取り、口に放り込んだ。

「ああーっ!?　ああああああーっ!!　克樹さんのばかーっ！」

　さっさと食べないほうが悪いんだよ、ばーか。
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　土曜の次は日曜である。

　これはこの国に住んでいるかぎり変えられない事柄だ。

　麻友の大学は休み、そして俺もバイトが午前中で終わる予定だった。だから外で待ち合わせをすることにした。

　待ち合わせは駅前の広場で、12時ちょうど。しかしいまの時計は12時半を示していた。

「30分遅れちまったな……」

　遅れることはバイト中にわかっていたが、どうしても連絡することはできなかった。麻友が携帯を持っていないせいだ。

　キョロキョロと周囲を見渡していると。

「克樹さんっ！」

「わぁっ!?」

　いきなり背後から現われた麻友に腕を強く握られてしまった。

「克樹さん、克樹さん、克樹さん、克樹さん、克樹さんですよね？」

「そうだよ、俺だよ！　だから名前連呼しながらくっつくな！」

　腕にまとわりついてこようとする麻友を必死になって引きはがす。引きはがされた麻友は着ているスカートを両手でぎゅっと握りしめながら泣きそうな顔をしていた。

「も、も、もう来ないんじゃないかって、思いました……」

「……遅れて悪かったな」

　俺は麻友の頭に軽く手を置きながら謝った。途端に麻友の顔がほうっと赤く染まり、泣きそうだった顔がみるみるうちにほころんでいく。

「べ、べつに、来なくても、そのまま帰ってただけですし……。お、おなかが減ったからどこで食べようかな、って悩んでただけですから」

　ふと、小柄な麻友の全身を見下ろして眺める。

　今朝は無地のブラウスとロングスカートといういつもの地味な格好だったのに、いまは黒いワンピースに明るい灰色のジャケットを羽織った姿になっていた。手に持っている大きなバッグには水着やタオルが入ってるんだろう。

「なんだ、今朝と違う格好だな」

「デートですから。いつもと違う感じにしてみました。どうですか？」

　俺から少しだけ離れた麻友がくるりと回り、俺に笑いかけてくる。

「まぁ、似合ってるんじゃね。金太郎よりかは」

「後半いりません！」

　思いきり叩かれた。痛い。




　似合ってる。とてもかわいい。




　なんて言わねーよ！　バーカ！　バ────カ!!





＊






「で、腹減ってるんだっけ。まずは食うか。どこか行きたい場所あるか？」

　待ち合わせ時間には遅れてしまったが、時刻はまだまだ昼飯時である。周りにいる家族連れや休日を満喫中の学生たちは、駅前にあるいろんな飲食店へと足を運んでいた。

　かなり大きな駅前だからファストフードからファミレス、お高いレストランまでさまざま並んでいる。

　いつもは麻友に作ってもらってばかりだから、少しくらい高い店に行ってもいいが。

「立ち食いそばがいいです」

「はぁ？」

「立ち食いそばがいいです！」

　こぶしを握りしめながら麻友は立ち食いそばを希望していた。

　冗談や、遠慮して言っているふうじゃない。本気で立ち食いそばに行きたいようだ。

「確かにこれから泳ぎに行くんだからちょっと軽いもののほうがいいけどさ。立ち食いそばって……なんで」

「私、立ってなにかを食べることに憧れていたんです。ずっと、買い食いも禁じられていましたから……。ダメ、ですか？」

　ジャケットをぎゅうっと握りしめながら麻友は上目遣いで見つめてくる。

　麻友の癖くせだ。服を両手で握りながら相手の反応をうかがってくる。ダメだと言われたらそれ以上わがままも言わずにあきらめる。ずっとそういう生き方をしていたせいで染みついてしまったんだろう。

「わかった。立って食べればいいんだな」

　麻友の言うとおりに立ち食いそばでもよかった気はしたが、俺たちは駅前商店街の中にあったクレープの店に行った。

　店の周囲では麻友と同じ年頃の少女たちがきゃっきゃとはしゃいでいた。

　その集団を見て、麻友は少しだけ逃げ腰になった。麻友の手が俺の着ているシャツをきゅっとつかむ。

「あの、私……本当にこういう店行ったことなくて……」

「知ってる。でも友だちできたんだろ。予行演習だ。１度くらいは行っとけ」

　いまにも俺の背中に隠れそうになっている麻友の肩を押して前へと歩かせた。レジの前ではなく、横にあるメニューの看板の前へ。話し込んでいた数人の少女たちが俺たちのために道を開けてくれた。

「ここで注文するやつ選んでおけ。直前で決めたらうしろで並んでるやつに迷惑だからな」

「わ、わかりましたっ」

　真剣な顔でメニューを見つめる麻友。

　俺もメニューの中から適当なやつを目で選んだ。

「……決めたか？」

「は、はい！　バッチリです！　任せてください！」

　クレープ初心者になにを任せればいいっていうんだ、なんてことを思いながら俺たちはレジの前の列に並んだ。俺たちの順番はすぐに来て、店員が接客用のスマイルを向けてくる。

「俺、照り焼きチキンとレタスのやつ」

「わ、私は！　えっと、えっと……」

　任せてくださいと言ったくせに、麻友の視線はレジ前に置かれてあるメニュー表の上をさまよった。

「こ、この、これ！　チョコと生クリーム、のスペシャルください!!」

　店員は俺たちの注文を繰り返し、そしてしばらく待つと注文どおりの商品が出された。

　クレープを受け取った俺たちはとりあえず店から離れ、誰にも邪魔にならないような道の脇に立った。

「これがクレープという物体なんですねぇ～」

　手に持ったクレープを持ちながら麻友はしみじみとつぶやいた。物体とか言うな。

「思いきりかぶりつくのがマナーだぞ」

「お、思いきりですね、わ、わかりました！　あ、あ～～んっ！」

　俺に言われたとおりに麻友は口を大きく開け、生クリームのたっぷり詰まったクレープにかぶりついた。

　びゅるっ！

　途端にあふれ出た半固形の白いクリームが麻友の口元や鼻の頭までをべたりと汚した。

「はぅ……生クリームがいっぱいついちゃいました……」

「ぶっ」

　こらえきれなくなった俺は思わず噴き出した。

　そんな俺を見て麻友はじとりとにらみつけてきた。

「さっきの嘘だったんですね……」

「くっくっく、気づけよなぁ、そんなもの思いきり食ったらどうなるかなんて」

「傷つきました。乙女の初体験をこんな形で汚すなんて……あいかわらず克樹さんにはロマンがありません。傷つきました、本当に傷つきました」

「初体験って、おまえなぁ……」

　なにかを思い出し、俺は微妙な気持ちになった。

　麻友は俺に向かってクリームのついた顔を突き出し、目を閉じた。

「傷ついたので舐めて取ってください」

「舐めてって……！」

　俺は思わず周囲を見渡した。

　クレープ屋の周りにいるのは若い女性に、小さな子供を連れた家族。こんな俺たちに興味を持っている人間はいまのところいないが、クリームを舐め取るなんてことをすればあっという間に注目の的になってしまうだろう。

「…………む～」

　早くしてください、とばかりに麻友の唇が突き出される。

　鼻の頭や口元が白い液体で汚され、ほんのりと赤く染まった顔。

　顔射されたあとみたいだな、なんてバカなことを考えて俺の頭もかぁっと熱くなってしまう。

　俺はおずおずと麻友の両肩に手を置いた。

　舐める？　この場所で？　本当に？

　高鳴る胸の鼓動とともに顔を近づけようとして……。




「なんて、冗談ですよ」




　いきなり目を開いた麻友はポケットティッシュを取り出して、顔の生クリームをごしごしと拭き取った。

「…………」

　俺はその額に軽く頭突きを食らわせた。

「いたっ！　いきなりなにするんですか！」

「うるさいバカ、さっさと食っちまえ！　立ちながら食うのに憧れてたんだろうが」

「……わかってまふよぉ……」

　麻友はあらためてクレープをもきゅもきゅと頬張った。

　俺も自分の買ったぶんのクレープを口に入れた。




　ああ、びっくりした！　びっくりしたわ、バカ！





＊






　軽い昼食を終えた俺たちは優待券に印刷されている簡易的な地図を頼りに、プールに向かった。

　外から見るとけっこうでかい建物だった。日曜だからか客もそれなりに入ってるようだ。できるなら夏場ニュースで報道されているような芋洗い状態は避けたい。

「さてプールはと……」

「あっちのようですよ」

　麻友が看板を指差す。『プール入り口』と書かれた文字と矢印が見えた。ほかにも『温泉入り口』と書かれて別方向を差している看板があった。たしか温泉にも入れると本田さんが言ってたっけ。

「温泉ですかぁ、いいですね」

「どうする？　プールじゃなくて温泉に入るか？」

　俺としては普段疲れきっている身体を癒すために温泉に入ってもまったく構わないが。

「うーん……混浴ではないのでしょう？　プールに行きましょうよ」

「……混浴ならよかったのかよ」

　軽く突っ込みながらも俺たちは看板の案内のとおりにプールに向かった。当然だが、更衣室は男女別のようだ。

　俺たちは中で合流することを決めて中に入った。

　着替えるといっても全裸になったあとに水着を穿くだけだからすぐに終わる。更衣室には思ったより人がいなかった。

　プールサイドに出てもそれは同じ。まったく人がいないというわけではないが。入り口での客の数を見てもっと賑わってるのを想像してたのに。

「シーズンじゃないしな……」

　どうやら客の半分以上は温泉のほうに向かっているようだ。

「さてと……」

　麻友はいつ来るのか。

　つかどんな水着を着てくるんだか。

　ワンピース型かセパレート型か。ビキニなんて似合いそうにないものは着てこないだろう。いや、そんなのわからないか。意外と似合う可能性だって……。

　って、べ、べつに楽しみにしてるわけじゃないんだからねっ！

「お待たせしましたー」

　うしろからかけられる声。

　さて、麻友はいったいどんな水着を……。

「店員さんにこれが最新の流行の水着だって教えてもらったんです。……どうですか？」

　顔を赤らめながら恥ずかしそうにしている麻友。プールに入るためか長い髪は軽く編み上げられていた。

　それはまだいい。

　着ている水着はワンピース型だった。というか、黒いエナメル質の競泳水着で、しかも中央にはジッパーが付属していた。

　さすがにフロントのジッパーは閉じられていた。が、ごく一部、どうにもこうにも不自然な場所があった。

「ふふふ、克樹さん。私のせくしぃな水着姿に言葉も出ないようですね」

　などと偉そうにしている麻友の胸元は丸くぼゆんとふくらんでいた。

　俺は麻友の胸の大きさがどれくらいかよく把握している。見たこともあるし、触ったこともある。

　あれは、あんな水風船のような形をしていなかった。




　もうどこから突っ込めばいいのかわからない！




「きょわー！」

　俺は麻友の水着のフロントジッパーを下ろし、中に入れていた詰め物を取り出した。こいつ、本当に水風船を入れてやがった。

「きゃわー!?」

　叫んだ麻友が胸元を押さえながらその場にしゃがみ込む。













「な、なにするんですか、克樹さん！　こんなひとがいる場所で……ひとがいない場所だったらいくらでも見せてあげても……」

「うるせー！　そのジッパーは胸に詰め物を入れやすくするためのものじゃねえ！」

「私だって、私だってですねぇ、これがおっぱい大きなひとが着るものだってわかっているんです……！　夢くらい見てもいいじゃないですか！」

「いいからジッパー上げろ。ほかの水着は持ってきてないのか？」

「持ってきてませんよ。ほかのは買ってませんし」

　言うとおりにジッパーを上げながらも麻友はさらっと言ってのけた。

「あのなぁ……」

　思わず頭を抱えそうになった。

　店員に最新のデザインのものを聞いてくるとは言っていたが、まさかこんなものを着てくるとは思わなかった。恨むぞ、顔も知らない店員。

「友だちと泳ぎに行く機会があるなら、そのときは別のにしろ」

「えー、せっかく買いましたのにー」

　麻友は唇をとがらせて不満そうな顔を見せた。

　気に入ってるようだが、ダメなものはダメなんだからな。





＊






　外から見るとでかいと思っていた建物だったが、中を見渡すとそんなに広くない、むしろ狭いように感じられた。

　空間いっぱいを使って25メートルのプールやウォータースライダー、南国の海岸風にアレンジされたプールが配置されているせいだろうか。飲み物を売っている小さなカフェまであった。

　客も少ないからあまり人目を気にすることもなく麻友を連れ歩くことができた。

　……ほとんどは俺がはしゃぐ麻友に引きずられてたんだがな。




「……さすがに疲れたからあそこで休憩な」

　へとへとになった俺はプールサイドの小さなカフェを指差した。

「はーい、わかりましたー」

　プールから出た麻友がカフェのほうへとひたひたと歩いていく。水に濡れたエナメル質の水着が、光をてらてらと反射させながらも麻友の尻の形をくっきりと浮かび上がらせていた。数粒の水滴が麻友の内ももを滑り落ちる様が見えて、あわてて目をそらした。

　やばいやばい。こんなところで元気になるなよ、息子よ。

　カフェの近くにあったテーブル席に麻友を座らせ、俺は更衣室へ戻った。そして財布を取って再びプールサイドへと戻り、カフェでアイスのココアとコーヒーを買った。

「ま……」

「あれぇ、比良くんだー。偶然だねぇー」

　麻友に声をかけようとした途端、麻友の隣の席に座っていた人物に声をかけられた。

「うげっ、本田さん」

「うげってなによ、うげって」

「……いやべつに。偶然ゲップが出ただけです」

「偶然ー？　比良くんってへんなのー」

　なにがおかしいのか本田さんはケラケラと笑う。

　俺が本田さんからもらったチケットは、正確に言えばバイト先からもらったものだ。同じチケットをもらっているんだから偶然出会う可能性も考えておくべきだった。

　しかし本田さん、職場で会ってるから知ってるけど、でかい。胸が。ＦかＧくらいか。ひとつの乳房を両手で押さえても、きっと覆いきれない。見た目でもずっしりとした乳肉はストライプのビキニに包まれていた。

「ってことは、あなたが比良くんと一緒に住んでるって子？　たしか比良くんが事故に遭ったとき店に電話くれたよね。直接会うのは初めてね、よろしく」

「ふぁっ!?　よ、よろしくお願いします！」

　本田さんと自分の胸を交互に見ていた麻友が、話しかけられてあわてて返事をした。

「あなたの名前はなんて言うの？」

「わ、私は、麻友、です」

「そう麻友ちゃんなんだ。私は……本田さんでいいよ。比良くんもそう呼んでるから」

「あの、ちょっと本田さん……」

　俺は本田さんの肩を叩いて、麻友から少し離れた場所へと連れていった。

「なぁに？　内緒の話？」

「……前にも話したとおり家庭に事情がある子なんで、あんまりからかわないでくださいね？」

「わかってるってばー。もう比良くんってば私のことなんだと思ってるの？」

「はっはっは」

　まぁ、悪いひとじゃないんだが、ひとの言われたくないことを無意識にズバズバ言う、つまりは地雷踏み抜き女じゃないんですかね？　なんてことはもちろん言わない。

　麻友のところに戻ると、麻友は少しだけ口をとがらせて不満そうにしていた。

「ねぇ麻友ちゃん、比良くんのこと好き？」

　ってなにいきなり聞いてんだ！　さっき言ったこと５秒で忘れてんじゃねーぞ、踏み抜き女！

「好きですよ」

「へー、そうなんだ」

　なぜか真顔で見つめ合う麻友と本田さん。空気が重く感じるのは気のせいだろうか。

「よかったね、比良くん」

「なんで俺に振るんですか」

「え、でも嫌われるよりいいでしょ？　たとえ親戚の子でも」

「っ!?」

　いま、それを言うか、踏み抜き女！

「親戚の、子？」

　きょとんとした顔で麻友が首を傾げる。

「比良くんからちょっとだけ話を聞いてるよ。親戚の子と一緒に住んでるって。あ、詳しい事情のほうは全然聞いてないから安心していいよ」

「へぇー、ふーん、そうなんですかぁ」

　麻友は口元ににこりと笑みを浮かべた。ただし目は笑っていない。

「比良くんって無愛想なとこあるけど、意外と優しいよね」

「ええ、それは充分にわかってます。一緒に住んでますし」

　さっきよりずっと空気が重くなっているのは、たぶん気のせいじゃない。

「だから遠慮しないでどんどんわがまま言っちゃえばいいと思うよ。親戚なんだし」

「ええ、そうですね、私と克樹さんは親戚ですもの。少しくらいわがまま言ってもいいですよね」

「じゃあ邪魔しちゃいけないし、友だち待たせてるから、そろそろ行くね。ゆっくり楽しんでいってねー」

　本田さんは自分のテーブルの上にあったジュースを一気に飲み干し、プールがある方向へと歩いていった。うしろから見てもいい尻してんなー。バイト中だと制服着てるからわからんが。

「スタイルいいですね、本田さん」

「ん、ああ。だな」

「つき合っちゃえばいいんじゃないですかー？　あのひと、克樹さんのこと好きですよ」

「いきなりなにを言い出すんだ、おまえは」

　そりゃいろいろ誘われたことはあるけど好きかどうかはわからない。あの人は誰にだってそうだから。

「俺が本田さんとつき合うわけねーだろ」

「なんでそんなこと言えるんですかー。おっぱい好きなんでしょう、おっぱい」

　アイスココアのカップについていたストローを抜き、口に咥くわえてぷいぷいと動かす麻友。行儀悪い。つか明らかにすねている。

「ほら、私はどーせ親戚の子ですしぃー？　克樹さんが本当は誰が好きで、誰とつき合おうともぜーんぜん関係ないわけですからぁー」

「……親戚って言ったのは悪かったよ。話の流れでつい、そんなことに……」

「ふーん、つい、ですかぁー。べつにいいですけどぉー？　つい親戚って言っちゃうような仲だったんですね、私たちは」

　麻友はじとりと俺をにらみ上げた。

「じゃあ……おまえは俺との関係をなんだと思ってるんだ」

「私は克樹さんの……」

　麻友の言葉がつまる。

　思わず聞いてしまった俺も、聞くんじゃなかったと後悔した。

　自分自身が答えを出せていないのに、麻友に答えを求めようとするなんて。

「……そんなの、どうでもいいじゃないですか」

「どうでもいいなら親戚って言ってもいいじゃないか」

「よくありません！」

　麻友は椅子をガタン、と鳴らしながら立ち上がった。

「おまえなぁ……どうでもいいって言ったりよくないって言ったり、面倒くさいんだよ」

「ええ、そうですね、私はどうせ面倒くさい子ですよ。でも克樹さんだって面倒くさいです」

「ああ、そうかい。おまえほどじゃないと思うけどね」

　俺と麻友はテーブルを挟んでにらみ合った。

　にらみ合いながら、違う、と思っていた。

　違う。俺が本当に言いたいのはこんなことじゃない。俺とおまえは当然、親戚なんかじゃなくて、友だちでも、ただの知り合いでもなくて……。

　でも言葉が出てこなかった。

「……実家に帰らせていただきます。夕飯、作りませんから」

　麻友は顔をぷいっとそむけると、更衣室がある方向へとぺたぺたと歩いた。

　引き止めるための声が出なかった。

　なにを言えばいいのかわからなかった。

　俺も、いつかの麻友と同じように手を握りしめることしかできなかった。





◆同居生活、10週間目（11月）




『ごめんね、克樹。でも、あなたも悪いの』




　ひさしぶりにあの頃の夢を見た。

　俺は知っていた。父さんが外で知らない女と遊んでいることを。

　俺は逃げていた。受験勉強で忙しいふりをして、誰にも相談できずにいる母さんから。

　俺は俺の決められたことだけをやっていればいいと思っていた。

　余計な面倒事なんて、子供に押しつけるんじゃない、親父がよそで女を作ったのは女としての魅力が足りないお袋のせいで、お袋が苦しんでいるのは家族を顧みなくなった親父のせいだ。

　俺のせいじゃない、俺のせいじゃない、俺のせいじゃない──……。




　でも本当にそうだったんだろうか。

　俺には俺のできることがあったんじゃないだろうか。




　そんなことない。俺にできることなんてなかった。

　いままでもこれからも、ずっと。




　……それは、本当に？





＊






「……うるせー……」

　携帯電話の無機質なタイマー音で目を覚ました。

　仰向けになったまま枕もとの煙草とライターを探し、火をつけた。ゆっくりと身体を起こしながら煙草を吸ってぼんやりと周囲を見渡した。

　なんだか頭がすっきりしない。

　理由はわかっている。慣れきった目覚め方と違うからだ。

　携帯のタイマーが鳴る前に麻友が起きてきて朝食を作る。その音と匂いの中で目を覚ますのは、心地がよかったとあらためて気づいた。




　あれから１週間ほどが過ぎた。




　宣言どおり、麻友は俺のアパートじゃなく自分の家に帰った。

　俺はコンビニで油と肉多めの健康に悪そうな弁当を買い、日々を過ごしている。




　麻友は、今頃どうしているだろうか。

　あんなひどい思い出がある家に帰って本当に大丈夫なんだろうか。

　あの家は麻友に窮屈な生き方を強制してきた場所だ。そして麻友が犯されかけた場所だ。

　そんなところに独り残っていたら、いろいろと思い出してつらい気持ちになってしまうんじゃないだろうか。

　俺が自分の家じゃなくてアパートで暮らし始めたのも、似たような理由だ。家そのものは残っていたが、思い出すものが重すぎて、家を出た。

　直接会えなくても電話くらいできたらいいのに。麻友は携帯電話を持っていない。固定電話の番号はもちろん知らない。

　もしかしたら今頃、行く場所もないまま、また段ボールで作った札を持って、どこかのコンビニ前にいるんじゃ……。




『母が入院して、いろいろたいへんだろうからしばらくうちに来ないかって、言われまして』




　ふと、麻友の言葉を思い出した。

　麻友は本当の本当に独りというわけじゃない。助けてくれる本物の親戚がいる。

　家にいるのがつらいからって、また家出の真似事をするようなことはしないはずだ。




　麻友の保護者になれるのは、俺だけじゃない。





＊






　俺は、麻友にとってなんだったんだ？




　ずっとそんな疑問が頭の中に居座っていた。




　バイトが終わってもアパートに戻る気が起きず、ずっと休憩所のパイプ椅子に腰かけてぼんやりとしていた。

「あれ、比良くん。もう帰ったと思ったのに」

　制服のエプロンを脱ぎながら本田さんが声をかけてきた。

「帰らなくていいの？　麻友ちゃん、待ってるでしょ？」

「あー、それは……」

　麻友はいま、俺の部屋にいない。

　なんてことをわざわざ本田さんに言う必要はない。

　だけど本田さんは少しだけ顔をうつむかせながら言った。

「ごめんね、比良くん」

「なんのことです？」

「麻友ちゃんって、比良くんの親戚じゃないよね」

「なんで、それを……」

　とっさについた嘘だったが、バレる要素はなかったはずだ。

「誰かから聞いたわけじゃないのよ。なんとなく思っただけ。でも合ってるでしょ？」

「…………」

「それで私が親戚って言ったせいで麻友ちゃんと比良くん喧嘩して、いま比良くんの家には麻友ちゃん、いないんでしょ？」

　全部正解だ。

　じゃあ、どうして本田さんは言ってもいないうちから全部わかるんだ。

　そんな疑問は口に出してもいないのに、本田さんはぽかんとしたままの俺に向かってやわらかくほほ笑んだ。

「気づいてないかもしれないけど、私、比良くんのこと好きなんだよ」

「……あー……」

　俺は妙な居心地の悪さを感じて首のあたりをかきながら視線をそらした。

　麻友は言った。『あのひと、克樹さんのこと好きですよ』と。

　本当のことを言うなら、すでに気づいていた。気づいていたが、そうじゃないと常に思い込もうとしていた。

　それはこれ以上深く関わりたくないという思いがそうさせてきたといえる。

「っていっても、好きになったきっかけってのがあんまりなくって。このひと、うちの大学にいるようなひととは違うなぁなんて思ってるうちにいつの間にか好きになってたんだぁ」

　ゆっくりと近づいてきた本田さんが、椅子に座ったままの俺の真正面に立ち、前かがみになって目線を合わせてきた。




「ね、比良くん。好きになるのは簡単だけど、嫌いになるのは難しいものなんだよ？」




　本田さんの手が俺の顔に伸びてきた。なぜか俺はその手を避ける気にはなれなかった。やさしく頬を撫でつけてくる指と手のひらに気持ちよささえ感じていた。

「好きになるのは一緒にいるだけで自然となれるものだけど、嫌いになるのはきっかけが必要なの」

　そういうものだろうかとぼんやりと考える。

　確かに親父の浮気という事件がなければ俺はいまでも家族のことが好きでいられただろう。

　麻友に心を許していたのは、ただ単に一緒に生活していたから……？

「比良くんにとって麻友ちゃんはそんなに重要な存在じゃなかったんだよ。だって本当の親戚でもないのに、適当にごまかしちゃうような関係なんでしょ」

　俺の頬を撫でていた本田さんは、俺の肩に被さるように抱きついてきた。自然と本田さんの乳房が俺の肩のあたりに押しつけられる。いや、わざと押しつけてきたんだ。

「比良くん、好きだよ」

　もう一度本田さんが囁ささやいてくる。

「比良くんは、私のこと、好き？」

「……嫌いじゃない、です」

　違う。こんなあいまいな答えじゃいけない。もっとはっきり答えなきゃいけないのに、俺は。

　わかっているのに。

「嫌いじゃないんだ？　じゃあ好きってことでいい？」

「…………」

「比良くんそういうのは答えないんだね、比良くん、ずるい。でもいいよ。──ねぇ今日、比良くんち、行ってもいい……？」

　熱い吐息が混ざった囁きが耳をかすめた。

　この期に及んで俺は、本田さんの身体のやわらかさや熱を気持ちいいと思っていた。

　それはまるで眠くて眠くてたまらないときに触れる毛布の不思議な引力にも似ていて。

　ああ、そうだよ。この場で本田さんを跳ねつけてしまうより、流されてしまうほうが面倒くさくないと俺は心の底で思っているんだ。




　本田さんの唇が俺の唇に近づいてくる。

　俺は……。




「──ダメです」




　重ねられようとしていた唇と唇のあいだに手を差し込んだ。

「むぅっ」

　不意打ちで俺の指にキスをしてしまった本田さんがうめき声のようなものを漏らす。俺は手に力を込めて、本田さんの顔を押し返し、そして本田さんに向かって笑ってみせた。

「俺の部屋に入っていいのは、麻友だけです」

　キスする直前でわかった。

　わかってしまった。




　俺自身の問題。

　見ないふりをして存在を隠し続けていた傷。




　自分からなにかを求めるよりも、周りに流されるままにしたほうが面倒くさくない。

　悪いのは俺じゃない、俺以外の誰かが悪い。

　そう思っていたほうが楽だった。

　……あのとき本当に俺は悪くなかったのか、考える必要がなくなるから。




　でも、それじゃいけない。

　本当に大切なものが手に入らなくなる。




「あーあ、チャンスだと思ってたのに振られちゃったな。また今度ね」

　俺から離れた本田さんは肩をすくめて小さく苦笑した。自分から誘惑して断られたというのに変わらず明るい表情をしていた。

「今度はありません」

「でも比良くん、大事なところでヘタレそうだから。また同じことで悩みそうな気がするの」

「それも、ありません」




　俺は麻友にいてほしい。

　麻友のためじゃなくて、俺のためにそばにいてほしい。

　いまならはっきり言うことができる。





＊






『ごめんね、克樹。でも、あなたも悪いの』




　そうだったのかもしれない。

　俺も悪かった。

　俺はあのときなにもしなかった。

　受験勉強で忙しいふりしてなにも言わなかった。親父に浮気をやめてくれなんて言わなかった。誰も味方がいないお袋の味方になることもなかった。お袋が男に逃げたときさえ、俺は引き止めることはなかった。

　あのときなにかしていれば、なにか変わっていたんだろうかと考えることさえ怖かった。

　そうだ、もう俺にはふたりを呼び戻すことはできない。




　だからと言って、これ以上流され続けてもいい理由にはならない。





＊






　日も沈み、住宅街の道は薄暗くなっていた。道を照らすのはあちこちからこぼれる電灯の光。そんな道をただただ走り抜けた。

　わざわざこんな時間に行かなくても、次の休みまで待てばいいのかもしれない。

　でも、もう待てないんだ。この胸の想いを打ち明けないと、今夜は眠れそうにない。




　麻友の家には麻友の母親を尾行して行ったことがある。それだけじゃなく麻友の引っ越しを手伝うために何度か行った。でもそれは昼間、麻友と一緒にだ。

　こんな暗い中に行く道は初めて進む道にも見えて、何度か迷いそうになった。

　同じようなデザインの家が並ぶ中で、麻友の家だと確実に言える家の前に立ったときは、かなり遅くなっていた。

　夕飯時は過ぎたかもしれないが、周囲にある家にはまだ明かりがついていた。寝るには少し早い時間だ。

　だが、外から見たところ、麻友の家には明かりがついていなかった。

「なんだよ、もう眠ったのか」

　とりあえずインターホンを押すことにした。




　ピンポーン。




　反応はない。




　ピンポーンピンポーン。




　やっぱり反応はない。物音さえ聞こえてこない。

　もしかしたら麻友はこの家にはいないのかもしれない。すでに親戚の家とやらに厄介になっているのかもしれない。いや、そう考えるほうが自然だ。

「……くそ」




　ピンポーン、ピンピンピンポピンポピピピピピ、ピンポ、ピンポーン！




　やつあたり気味にインターホンを連打した。

　中に誰かがいる状態でやればただの迷惑な人間だが、誰もいないとわかっているから好き勝手連打できる。ちょっと楽しい。




「克樹さん？」

「っ!?」




　いきなりうしろから声をかけられた。おそるおそる振り向くと、そこにはコンビニの袋をぶら下げた麻友が立っていた。

「なんでうちのインターホンで遊んでるんですか？」

「い、いや、これはっ！　……そ、そういうおまえこそ、こんな夜中にどこ行ってたんだっ」

「コンビニでアイスを買ってきました」

「もう秋なのにか」

　俺が聞くと、麻友はわずかに顔をうつむかせて苦笑した。

「……夜にアイス食べるなんていままでできませんでしたから」

　しかしすぐに俺のほうを見つめてきた。

「で、どうして克樹さんはうちに来たんですか？」

　道を照らす街灯の光の中で、麻友の黒曜のように透き通った目が俺をじ、と見つめる。

「あ、それ、は……」

　思わず怯ひるんでしまい、視線をそらしてしまう。

　ここまで来たはいいが、言おうと思っていた文句をすっかり忘れてしまった。

　まずなにから言うつもりだったっけ？　軽く挨拶して、いつものように冗談言って、それでそれとなく帰ってきてほしいと言って……。

　違う。そんな回りくどいやり方じゃいけない。

　じゃあどうすればいいんだ？

　ちゃんと言わなきゃいけない。言わなきゃ、言わなきゃ、言わなきゃ……！




「好きだ!!」

「っ!?」




　思わず口から飛び出た言葉に麻友は絶句した。そして叫んだはずの俺自身も驚きのあまり、一瞬絶句してしまった。

「いや、違う、いまのは間違いで……」

「じゃあなんですか？　克樹さんは私のことを嫌いだって言うためにわざわざこんなとこまで来たんですか？」

　少し涙目になっている麻友が俺をじろりとにらみつけてくる。

「す、好きだよバカやろう！」

　俺はもう一度声を張り上げた。

　こんな夜中だと言うのに、この近所にどれだけ俺の声が響いたのだろう。

　知るか、バカ。

「……そ、そうです、か。き、嫌われるよりかは、いいですね……。そ、それで、克樹さんはそれだけを言うために、わざわざここに？」

　街灯の中でも麻友の顔が耳まで真っ赤に染まったのがわかった。

　もちろん、それだけを言うためじゃない。

「麻友に帰ってきてほしいんだ、俺が。それを言わなきゃって……」

　情けなくも視線をそらしながらぼそぼそとつぶやく俺。

　麻友はそんな俺を見て、両手をぎゅっと握りしめた。

　そして俺が立ちつくしている玄関へと一歩踏み出してきた。

「そこ、どいてください。家に入りますから」

「おい！」

　思わずその肩をつかみそうになる。だけど俺にはそこまでの権利はない。あるとしたら、自分の気持ちを伝えることまでだ。

　俺の胸に、麻友が持っていたコンビニの袋が押しつけられた。

「……ちょっと片づけてから行きます。アイスが溶ける前までには出発しますから」

　これ、持っててくださいと、麻友はつぶやいた。





＊






　本当にアイスが溶ける前に麻友は家から出てきた。

　そして薄暗くて寒い道を、俺と歩いた。

「寒いですー」

　バニラ味のアイスを口に入れながら麻友はつぶやく。

「ちゅめたいですー」

　そりゃそうだろうと突っ込みたくなる。

　いまの季節は秋。しかも夜だ。アイスなんて食べたら身体がこれ以上ないくらいに冷えきってしまうだろう。麻友の細い肩はわずかに震えていた。

「隣に凍えそうにしている女の子がいるんですよ、なにかすることないんですか」

「ああ、わかったわかった」

　凍えているのは自業自得だろうが、俺は寒そうにしている麻友の身体をぎゅっと抱きしめた。

「これでいいか？」

「……ふああああっ!?　お、おかしいです、克樹さん……！　いつもの克樹さんじゃありません！」

　麻友は俺を突き放すようにあわてて離れた。

「どうしたんですか？　私がいないあいだに拾い食いでもしたんですか？　あれほど道に落ちてるものを口に入れちゃいけないといつも言っているのに……！」

「してねーよ。つか、おまえは俺をなんだと思ってるんだ。そんなこと一度も言ってねえだろうが」

　俺は麻友の額を軽く小突く。

「いたっ！　……えへへ、いつもの克樹さんだぁ」

　小突かれたというのに麻友はうれしそうに笑った。

「……そんなにおかしいか？」

「おかしいです。すごくおかしいです。おかしすぎます」

　そこまで言われるとショックというか、恥ずかしくなってくるというか……。

「克樹、さん……。少し、そこで話しませんか？」

　麻友はマンションそばにある小さな駐車場を指差した。

　俺はうなずき、近くにあった自動販売機でホットのコーヒーを２本購入した。そしてアイスを食べたばかりの麻友に１本手渡した。

　コーヒーを受け取った麻友は小さくほほ笑み、駐車場の端っこにある花壇のブロックに腰かけた。俺もその隣に座る。

「私、初めて会ったときから克樹さんのこと、私みたいだなぁって思ってたんですよ」

「そうか」

　それは俺も思っていたことだ。

　じゃなきゃ、家出してきた少女を保護するなんてことはしなかった。

「私が克樹さんのお部屋を掃除して、ごはん作ってた理由、わかります？　耐えられないくらいすごい汚かったのもあるんですけど」

「……自分がいていい理由が欲しかったんだろ」

「あ、やっぱりわかりましたか」

　まるでいたずらがバレた子供のように麻友はくすりと笑う。

「克樹さんの部屋はゴミだらけで、食事はコンビニのお弁当で。克樹さんの生活は本当のダメダメダメダメ、ダメ人間でした」

　……そこまで言う必要があるか。

「きっとこのひとは私がいないとダメになっちゃう、だから私はここにいてもいいんだって思ってたんですよ」

　だけどそれは俺も似たようなものだ。

　どこに行けばいいのかわからない、コンビニの前で段ボール札をぶら下げることしかできない少女に声をかけたのは、俺に似ていると思ったから。

　俺に似た存在に優しくすることで、俺みたいなクズが存在してもいいと思えたから。

「克樹さん。私はこんなに汚くて、ずるい女です」

　麻友は膝の上に両手を置き、服をわずかに握りしめながらも俺のほうをじっと見つめながら聞いた。




「本当に、克樹さんのところに帰ってもいいんですか……？」




　その問いについての答えならすでに言ったはずだ。

「いいか悪いか、じゃねえよ。俺が帰ってきてほしいんだ」

　正しいか正しくないかで決めたら前に進めなくなる。俺の願いはいいことなのか、悪いことなのか、考えているうちに言う機会を失ってしまう。俺はもう、自分のせいで失いたくない。

　だから、言う。




「麻友、俺のそばにいてくれ。いてほしいんだ。俺の、わがままだ」




　俺の言葉を受け止めた麻友は、街灯の明かりの下で目を丸くして、それから顔を赤くした。俺から目を丸くして唇をもごもごと動かす。

「そ、そこまで言うのでしたら……」

　などと言いかけた麻友だったが、ふと唇をキリッと結んでから俺の顔をまっすぐに見上げてきた。

「違います、ね。克樹さんが〝わがまま〟を言ってくれたのでしたら、私も言わなきゃいけませんね」

　麻友は俺の目を見つめながらそのわがままを口にした。

「わ、私も……克樹さんのそばにいたいです！　そばにいさせてください！」

　隣に座っていた麻友が俺の身体に抱きついてきた。

　俺はその細い身体をゆっくりと抱きしめ返した。

「……克樹さん、私はずるい人間です」

「知ってる」

　俺もだ。

「ずるいついでに、少しだけやつあたりしてもいいですか……？」

「いいぞ」

　麻友の細い肩がカタカタと震え始めた。聞こえる吐息の中にしゃくり声が混ざり始める。

「なんでもっと早く迎えに来てくれないんですか……！　わ、私、あの家で独りきりになるの、本当に怖くて……だから夜中なのにコンビニ行ったりして気を紛らわせて……克樹さんのばかぁ……！　ひぅっ」

　俺は小さな子供のように泣きじゃくる麻友の背中を、落ち着くまで撫で続けた。





＊






　やっと泣きやみ、落ち着いた麻友と手を握り、俺たちはアパートまで戻った。

　錆さびの浮いた金属製の階段を駆け上がり、ドアを開けて中に飛び込んだ。

　靴を脱ぐのももどかしく俺は玄関先で麻友の身体を抱きしめた。

　麻友がいる。ここにいる。

「克樹、さん……」

　俺の腕の中で麻友がもぞもぞと身体を動かす。

「私は克樹さんの家族になれましたか……？」

　２ヵ月くらい前、病院で言われたことと少し違う問いかけ。

　なにか答えるべきなのはわかっている。

　だけど俺にはまだ言葉にできるものがない。




　家族かというとそうじゃない。

　兄妹なんかの関係じゃもちろんない。

　恋人かと聞かれるとまだ自信を持ってそうだとは言えない。




　用意すべき言葉がなかったから、俺は答えを待ち続けている麻友の唇にキスをした。

「……これじゃ答えにならないか？」

「だっ……だめです！」

　顔が離れ、真っ赤な顔をした麻友が首を振った。

「……もっとしてくれないと答えになりません……」

　俺は麻友の額に、前髪の上からキスを落とした。耳のうしろやうなじにも。アイスを食べたせいか、肌の上は少しひんやりしているようにも思えた。

「……ん……」

　耐えるように麻友はぴくりと震えた。

「まだ足りないか？」

　こくりとうなずく目の前の少女。

　俺は麻友の首筋を唇でやわく噛みながら、無地のブラウスの上から薄い乳房に触れた。揉むというよりも、服と下着と一緒に撫でつけるような動きだったが。

「……んんっ……」

　麻友は小さく声を漏らした。

「……あのさ」

　俺は首筋に唇を触れさせたまましゃべった。人工的な香料の匂いが鼻腔をくすぐった。

「……は……い……」

　返事なんだか嬌声なんだかわからない声が返ってきた。

「俺は答えもらってないんだけど」

「……ん、ぅっ……そう、でしたね……。克樹さん、ちょっとかがんでくれませんか？」

　言われたとおりに少しかがむと、麻友の両手が俺の両耳に触れた。そして麻友の唇が俺の額にちょこんと触れる。そしてそのまま耳や鼻の頭、頬にも唇で触れてきた。

　ついで細い指が俺の唇の端っこや裏、上を丁寧に、顔のへこみをなぞるように、そして壊れ物でも扱うかのように触れた。さわさわと、さわさわと。

　くすぐったい。

　こんなに優しく触れられた記憶は、たぶんない。

　頬を両手で包むように覆われたとき、麻友と俺の目線は同じものになった。

「……まだ足りませんか？」

「足りないかも」

「……私も足りません」

　麻友の唇が俺の唇に軽く触れた。少し熟れた果実のような唇。

　だから俺は麻友の頭のうしろをつかみ、舌先を唇の割れ目へと差し込んだ。抵抗はなかった。むしろ受け入れることを主張するかのように俺の首に麻友の腕が絡められた。

　身体の表面は冷えているというのに口の中は熱い。

　つるつるした上顎あごを舌でくすぐるようになぞり、根元からすくい上げるように、麻友の舌を絡め取った。

「……ん……むぅ……んちゅっ……ん」

　麻友も同じように、たどたどしく俺に合わせてくる。なのにだんだんと舌の動きは鈍くなり、首に絡められている腕に力がこもり耐えるように小さく震え始めた。

　……あ、そっか。

　俺は麻友から唇を話した。

「……ぷはっ」

　深い水の底から上がったかのように麻友は大きく息を吸い、はぁはぁと荒い呼吸で必死に酸素を取り入れていた。

「あのさ……」

「……ふぁい……？」

「息は鼻でするんだぞ」

「……は、はい……」

　もう一度唇を重ねた。

　俺が舌を差し込む前に、麻友の舌が俺の口腔へと侵入してきた。小さい熱の塊が舌を絡め取ろうとするが、届かない。だからなのか、舌先と舌先を合わせてこようとしたり、唇の裏を舐められたり軽く噛んだりされた。

　そのたどたどしいしぐさが急にかわいいものに思えてきて、俺は麻友の舌を逆に絡め取って、ぐちぐちとこねくり回した。上顎や歯列を貪って、舌を根元から軽く吸い上げた。

　２ヵ月ぶりの他人の味。麻友の味。

　存分に吸い上げて、蹂躙じゅうりんしたと思える頃に唇を離すと、舌と舌のあいだに唾液の線ができた。

「ん……んぅっ……ちゅむ……」

　その線が切れる前に、再び重ねて貪り合う。

　くちくちと、じゅぷじゅぷと、唾液を絡める音を立てながら。

　息を鼻でするように教えたのはついさっき。

　すぐ目の前にある麻友が瞼まぶたを閉じながら鼻で呼吸しようとしている。顔を真っ赤にして眉間に皺しわを寄せながら必死に。

「ん、んんぅ……ん……っ！」

　唇を重ね、離れ、また重ねることを繰り返しているうちに麻友の膝はがくがくと揺れ、いつの間にやらその場に崩れ落ちていた。

「ふぁ……」

　ヨダレでベタベタになってしまった唇を半開きにし、焦点の合ってない目をとろんと揺らしながら、麻友は俺を見上げてきた。

「麻友……」

　はぁはぁと荒い呼吸を繰り返しながらへたり込んでいる麻友のそばに俺も座り込み、麻友の身体を引き寄せた。

「克樹さん……」

　酸素も足りずにとろけた口調で俺の名前を呼ぶ麻友。

「私はあなたに幸せになってほしいんです」

　俺よりも年下のくせに折に触れて大人びたことを言い出す。

　それが乾いていたことを忘れるくらいひび割れていた心に染みる。

　俺とこいつの関係は相も変わらずに傷の舐め合いのままかもしれない。

　……傷の舐め合いでもいいじゃないか。

　舐め合って傷を癒し続けて、いつか再び歩き出せるのなら、それでも。

「だから我慢しなくてもいいんですよ？」

　麻友はいたずらしている子供のように含み笑いながら身体をもぞもぞと移動させた。なにをするつもりなのかと見守っていたら、俺の足元へとうずくまる姿勢になった。

「えいっ」

　勢いよく俺のズボンのチャックを下ろす麻友。いままで抑えられていたぶん、勢いよくペニスが頭を見せた。

「ちょっと待て、なにする気だっ」

「克樹さんが病院に入院したとき、舐めたり吸ったりちょっと噛んだりしてほしいって言ってたから……克樹さんの持っていた本で勉強しました。男のひとはこういうふうにされるのがいいんですよね」

「処分してなかったのか……」

　いや、突っ込みどころはそこじゃない。

　麻友の頭が俺の股間へと埋まる。

　そして陰茎へとじっとりと舌を這わせた。

「ん……れろ……っ」

　麻友の細い手が陰茎に添えられる。そして根本から裏筋、カリ首に亀頭の先端までをじっくりと舐め上げた。

　この２ヵ月、右手でしか刺激を与えていない我が息子はそんな生々しい刺激に、簡単に汁をぽたぽたとこぼし始めた。

「……ん……む……ふふ、克樹さんのここ、もうお汁をこぼし始めました……克樹さんのえっち」

　ちゅく、ちゅく、と亀頭の先端ごとカウパーを吸いながら麻友はつぶやく。えっちがどうとか、亀頭を咥えている人間に言われたくない、のだが、俺はなにも言えずにいた。

　瑞々しい唇のぷりぷりとした感触が亀頭全体を淡く包んでいた。

「……麻友……」

　頭がくらくらする。まるで酔っぱらってしまったかのような。

　ひさしぶりの直接的な刺激のせいだ。

　じつを言うなら、麻友にこんなことをされる妄想は何度かしたことがある。

　だけどそんな妄想なんかよりも直に触れられる感触のほうが数倍も上質だ。

「ん、じゅ、ず……じゅぶ……」

　亀頭全体を小さくぷるぷるとした唇に含み、ゆっくりと、ゆっくりと抽挿を繰り返す。さっきまで絡め合わせていた小さな舌は、カリ首のあたりをちろちろとくすぐった。

　自分で言うのもなんだけど、たぶん汗臭いだろう。仕事が終わったあとに麻友の家まで走ったんだ。シャワーを浴びる余裕もなかった。

　なのに。

「かふきふぁ……かふき、ふぁん……」

　丁寧に、余すところなく、カリ首を、亀頭を、尿道を、麻友の舌が這いずっていく。接合部からこぼれた唾液が陰茎の根本まで滴したたり落ち、麻友はその粘液を潤滑油として陰茎を手できゅ、きゅ、としごいていた。

「はぅ……口の中、克樹さんの匂いでいっぱいで……」

「くさいだろ」

「んー、くさいっていうか……すき、ふぇふお？」

　亀頭をわずかに唇に含みながら上目遣いでそんなことを言ってくる麻友。

「……ば、ばかっ、ち×こ咥えながらしゃべんじゃねーよっ」

　俺が言えるのはそんなことだけだった。

「んむー」

　麻友はそんな俺に少し不満そうな顔を見せたが、すぐにフェラを再開した。

「んっ、んじゅ、……れろっ、ん、んふっ」

　咥えるのに邪魔なのか、麻友は長い黒髪を指でかき上げた。そのなにげないしぐさに俺の鼓動がどくんと跳ね上がる。

「ぅんっ、んっ、れろっ、かふきさん……かふひ、ふぁん……」

　俺の名前をつぶやきながら麻友は陰茎に舌を這わせ続けた。どこかうっとりと、夢心地になったかのような声。まだあどけなさを残してるような顔をしてるくせに、やってることはちぐはくで、なんとなく背徳的な快感を味わっているような気分になってしまう。

　ぞくぞくと、背筋が震える。

「ん、んじゅぅううっ、んじゅぼっ、んじゅっ」

　陰茎を舐め上げていたかと思えば、今度は喉奥にまで亀頭を咥え込み、呑み込み、口腔全体を上下させるストロークを繰り返していた。

「ん、んんっ、んぅ」

　どこかせつない声が麻友の唇からこぼれる。苦しいのかもしれない。麻友の眉間にはきゅっと皺が寄っていた。

　無理しなくていい、と言おうかと思った。

　だけどその瞬間に上目遣いになった麻友と視線がぶつかった。




　──これは、わたしのわがままなんですよ。




　言葉には出さなくても、いたずらな光を宿した麻友の目がそう語ったような気がした。

「んっ、んっ、んっ、んじゅううっ」

　麻友の口腔が絞り上げられ、亀頭を強く吸い上げた。しびれるような強い刺激が敏感な箇所に襲いかかる。

　我慢なんてできるわけがない。

　俺はフェラし続ける麻友の口腔に思いきり精を吐き出してしまった。

「んん、んーっ」

　顔を上げ、口を手で押さえながら難しい顔でうなる麻友。

「わっ、す、すまん！　ちょっと待ってろっ」

　俺は近くにティッシュがないか探した。だけどそんなものを見つける前に麻友の細い喉がこくんと動いた。

「飲んだのか……？」

「飲みまひ……んっ、けほっ」

　起き上がってけほけほとせき込み出したから俺はその背中を撫でた。

　頼りなくて細くてすぐに壊れそうな肩。

　落ち着いた頃、俺は麻友を肩ごと抱きしめて、肩のあたりの匂いを思いきり吸い込んでいた。首筋をやわく噛んだときにも思ったが、やっぱりいい匂いがする。シャンプーのような、少し違うような。

「……制汗剤つけてる？」

「は、はい、一応……」

「……石鹸の匂いがする」

「か、柑橘系は苦手だって言ってました、から……くすぐったいです……」

「匂いはべつに嫌いじゃねーぞ」

「そうなんですか？　ひゃうっ」

　ブラウスのボタンをぷちぷちと外し、手を差し込んだ。そして指先の感覚を頼りに下着をずらし上げて、相も変わらずささやかすぎる乳房に直に触れた。

　ようやく触れた麻友の乳房。汗でしっとりと濡れた肌。冷えていると思った身体はとっくの昔に熱を帯びていた。

　中指の先に硬くとがった乳首が触れたから、そのまま指の腹で押しつぶした。ころころと、くにくにと、指の先で感触を楽しみながら弄ぶ。

「あ、あ、あ、んぅっ」

　そのたびに短い喘ぎが聞こえる。腕の中の麻友がぴくぴくと震える。

「あ、あっ、克樹、さ……」

　名前をつぶやかれ、脳裏にデジャブのようなものがよぎった。

　正確に言えば麻友にこういうことをしている姿をくっきりと想像したことがある。

「そういえば、さ」

　麻友の乳首を親指と人差し指のあいだで転がしながら囁いた。

「は、はい……？」

「俺が寝てる横でオナニーしてたことあるよな」

「ひにゃああああっ!?」

　喘ぎ声じゃない悲鳴がこぼれた。

「な、な、な、なんのことでしょうぅっ!?　おなにぃ？　なんですか、それは？　私、厳しい家庭で育ちましたからなんのことかさっぱりわかりません！」

　いまさら純情ぶったって遅い。声だって裏返ってるし。

「あれ、オナニー知らないの？」

「し、知りませんっ」

　意地でも麻友は認めない。頑固だなぁ。

「こういうところをこんなふうに、自分で触るんだけど」

　俺は麻友の乳首を指の腹でつまんだり、軽くひねり潰した。俺がやってしまったらオナニーじゃない気もするが、どうでもいい。

「あっ、やぁっ、あっあっ、ふぁあぁうっ」

　喘ぎ声の中に戸惑いと羞恥が混ざり始めた。

　やっぱり俺と麻友の関係はこうでなくちゃおもしろくない。

　薄い薄いわずかな乳房を手のひら全体でくすぐるように撫でつけると、ささやかな乳肉は麻友の身体の震えとともにぶるぶると震えていた。

「俺の名前呼んでたよな」

「よ、呼んでませ……んっ！」

　唇をきゅっと噛みしめながらも麻友は強情に否定した。

　本当に頑固だ。しょうがない。

　俺は乳房を弄んでいた手を、麻友の脚のつけ根へと伸ばした。ロングスカートの裾をたぐり寄せ、奥へと侵入させる。太ももがもぞりと動いたが、抵抗されることはなかった。

　すべすべと滑らかな内ももを指でたどり、恥丘を覆うショーツへと触れた。

　しっとりと、濡れていた。

　割れ目の肉に指を食い込ませるように指を、押しつける。

　布地の向こうからじわりと愛液が染み出てきた。

「ここもさ、触っていただろ」

「さ、触ってなんか、ふぁあぁうぅ……っ」

　クロッチの上からさわさわふにふにとこすり上げれば麻友の身体がびくびくと跳ねる。膝と膝をすり合わせ、細い肩をこわばらせ、居心地が悪そうに腰がもぞもぞと動く。

　だけど拒否はされない。

　むしろショーツに置いたままの指先に淫唇がねちねちとこすりつけられた。秘肉がひくんひくんと痙攣しているのが布ごしに伝わってきた。

　クロッチ部分をずらして、指を差し込んだ。

　する、と指は秘肉の中に呑み込まれた。

「ふぁああっ、あっ、あっ、んンッ」

　指を第２関節まで呑み込んだ淫唇が、きゅ、きゅ、と絡みついてくる。悦びに震える粘膜が指の腹を締めつける。

「濡れてるな」

　濡れてるどころの話じゃない。

　指を動かすたびにびっしょりとした愛液が指にぬらぬらとまとわりつく。俺のほうからはよく見えないが、きっと尻たぶの谷間にもあふれ出た蜜が垂れているだろう。

「ふぁ、ふぁいぃ……」

「自分でやったときも濡れてた？」

「そ、それはぁ……ぁ……っ」

　しつこい、とばかりに麻友が上目遣いに俺をにらんでくる。

　わぁい、怖い怖いー。嘘。

　行き所をなくしてただ握りしめるだけになっていた麻友の手をつかみ、下着のクロッチ部分に触れさせた。

「やぁ……っ」

　そして上下に動かし、濡れたクロッチの部分をこすりつけた。

「ふぁ、あぁ……っ」

　自分の惨状を肌で実感して恥ずかしいのか、麻友は頭を小さく横に振った。

「やってみせて、オナニー」

　麻友の指を動かして、クリトリスにちょんちょんと触れさせた。

「こうやって、自分で気持ちいいとこ触るんだって」

「やっ、やぁあっ、わ、わかりませ……」

　意地っぱりめ。

「いいじゃん、やってみせてよ。わからないなら俺が教えてやるから」

　うしろから耳を噛みながら囁くと、麻友の指がおそるおそる割れ目へと伸びた。麻友の指が自ら淫唇を押し開き、濡れそぼったクリトリスに触れた。

「……ん……んっ……あっ……」

　麻友の指がくにくにと動く。淫唇へと、中指人差し指を差し込み上下させる。クリトリスを指の腹でこすりつける。そんな単調な動きだけなのに、くちくちと音と愛液がこぼれてきた。

「あ、あっ、んっ」

　淫唇に触れている手とは逆の手がブラウスの下へと潜り込み、ふにふにと乳房を揉んでいた。は、と熱く短い息が濡れた唇から漏れていた。

「克樹さ……克樹さん……っ」

　俺の名前を呼びながら麻友はひたすらに指を動かす。

　は、は、と熱い息はこぼれ続け、薄い胸は激しく上下していた。

　こんな密着した状態で、俺の愛しい少女がいやらしいことをしている。

　俺の名前を呼びながら。

「…………」

　俺は知らず唾を飲み込んでいた。

　さっき射精したばかりだというのに俺のペニスは反るほどに勃起した。

「……うー……えいっ！」

「ふぎっ!?」

　突然、麻友が俺のペニスをつかんで思いきり握りしめた。

「……わ、私だって２ヵ月我慢してたんですからねっ」

「……ごめん」

　まったくもってそのとおりだ。

　自分がここにいていい理由を手に入れるためにセックスしたがってたとはいえ、理由が欲しいだけなら俺の名前を呼びながらオナニーする必要もなかっただろう。

「よいしょ、っと」

　俺のあぐらにすっぽりと収まっていた麻友が立ち上がり、俺と向かい合うように座り直す。向かい合うというか、麻友の腕は俺の肩に絡みついているから正面から抱き合うような感じだ。

　麻友の腰は少しだけ浮いていて、自然と麻友の顔を見上げるような形になる。

　いつもとは違う姿勢。

　黒い瞳が黙って俺を見下ろしていた。

「……ん……っ」

　淫唇に亀頭を自分からあてがい、腰を沈ませていく麻友。

「……はぅ、くぅ……！」

　ずぶ、ずぶ、ずず。ペニスが淫唇の中に沈んでいく。自分からやっているくせに怖いのか、まだほんの先端しか埋められていない。

　中途半端に与えられる膣の触感に頭と下肢に血が集まる。

　理性の糸なんてほとんど切れかかっていた俺は麻友の腰を両手でつかみ、一気に落とした。

「んんんぅうっ！　やっ、あぁぁああぁあ……っ！」

　自慰でほどよくほぐれて餓えていた膣壁が、障害なく際奥までずるずるとペニスを飲み込んだ。粘膜が不意打ちのような刺激にびくびくと蠢うごめいた。

「ふぇぇ……」

　麻友の顔がいまにも泣きそうになる。

「悪い……。痛かったか？」

「だ、大丈夫ですっ。……気持ちよすぎただけですから……ん……っ！」

　淫唇にペニスを咥え込んだまま、麻友は俺の肩に絡めている手に力を込めた。麻友の腰が動き出した。

「あ、あっ、あ、んぅっ」

　腰を前後に揺らして粘膜を陰茎にこすりつけたり、そうかと思えば腰を浮かせて沈めることを繰り返したり。

　肉と肉の接合部はロングスカートに隠れて見えないくせに、ずちゅずちゅと聞こえる卑猥な水音や、陰茎を包む膣ひだの感触が目に見える以上のいやらしさを俺にくれる。

「あっあっあっ、んうぅぅぅ……っ」

　切ない声が耳をくすぐる。

　ぐちゅ、ぐちゅ、ぐちっ、ぐちゅっ。

　愛液をまとった粘膜が陰茎をゆっくりと舐め上げる。

　どんな妄想よりも気持ちいい実感。

「……克樹さぁ、んっ……ふぇ……気持ち、いいですか……？」

　快楽に蕩とろけた麻友の涙声が耳朶じだをくすぐった。




　──ぷつ。




　最後に残っていた理性の糸が、切れた。

「やっぁああっ！　か、かつきさ……んぁっ！」

　俺は麻友の肩をつかみ、身体をつなげたままその場に押し倒した。ここはまだ玄関先で、ソファベッドにはまだ遠いなんてことはもうどうでもいい。いまさらだ。

　麻友の両腕を片手で押さえつけて、もう片手で脚を大きく強引に開かせて、最奥を亀頭で突いた。そして愛液に濡れた亀頭を淫唇の入り口に引っかけるところまで引き抜き、また突いた。

　ずん、ずくん、ずちゅんっ、ずちゅんっ。

「あっあっあっあっ、ひぅっ！　……や、ぁあっ！　あぅ、あっあっあっあっあっ、ひぁっ！　待って、ふぁああんんっ！　待ってくださ、あっあっあっあぅっ」













　パンパンと腰を小さな尻たぶに打ちつけるたびに麻友は小刻みに嬌声を漏らし、口からこぼれるよだれが乱れる黒髪を汗と一緒に濡らした。

　ごりごりと亀頭を子宮口に痛いほどに押しつけて、ずりずりと膣壁の粘膜に陰茎をこすりつけて、肉ヒダの生の刺激や粘液を余すところなく味わい、犯した。犯しつくした。

　麻友。麻友。麻友。好きだ。大好きだ。

　渾身の想いを込めて、麻友の媚肉に腰を打ちつけた。

「あっ、あっ、はぅぅうっ……やっ、克樹さ、克樹さぁ……っ」

　すぐ目の前にある麻友の目からは涙がぼろぼろとあふれていた。

　止めてやらなきゃ、と心の端っこで考える。

　同時にもっとだ、もっと犯したいという欲望が次から次へとあふれ出てくる。

　俺は淫唇を無理やり指で押し開いた。

「ふやっ!?　やっ、やぁああぁっ、ぐりってしちゃ、ぐりってしちゃ、やですぅ……っ！　あっ、あっ、んあぁっ」

　指で押し開きながらすっかり赤く腫れ上がったクリトリスを指でつぶした。途端に麻友の淫唇が陰茎をきゅうっと締め上げる。粘膜がひくんひくんと波打ち、ぎゅ、ぎゅ、と絡みついてくる。

「は、ぁぅっ……いやっ、あんぅうっ！　なか、なか、熱いよぉっ……裂けっ、裂けちゃう……！　克樹さんのおち×ちんで、んんっ、裂けちゃうぅ……！　ら、らめれすっ、も、あっ、ああうっ！」

　翻弄される麻友の喘ぎ声も理性を取り戻す楔くさびにはならず、逆に悲鳴に近い嬌声が耳朶に届くたびに下半身の熱も増した。

　かき回して押しつけて、子宮口を亀頭で叩いて、抱えた腰を両手で揺らして、




　……俺は約２ヵ月ぶりに麻友の中に精液を吐き出した。




「んんっ！　なか、いっぱい……熱いの出て、まふ……」

　出したばかりの精液を受け止めるために膣肉が蠢いて収縮する。くねる粘膜、膣ひだが陰茎を絞り上げ、よりいっそうの精液を欲していた。

「あっ、あっ、あっ、……ふぁあぁあぁあああ……！」

　麻友の全身がびくびくと痙攣し、白い喉が仰け反る。膣全体が緊張にこわばり、ペニスをぎちっと締めつける。

　だけどそれも数秒。

　麻友の身体から力が抜けると同時に陰茎を締めつけていた淫唇もやわくほぐれた。ただ粘膜だけが絶頂の余韻にひくんひくんと震えるだけだった。

「……麻友……」

　小さな性器から俺は射精したばかりのペニスを抜いた。

「……は……ぅ…………」

　荒い呼吸のまま麻友の返事はない。だけど口が俺の名前を呼ぶかのように動いた気がする。

　着ていたブラウスはすっかりくしゃくしゃになってしまい、ロングスカートは大きくめくれ上がっていた。すっかり蕩けきった淫唇からは愛液と精液が混ざったものがどろりとこぼれ落ち、ショーツをぐしょぐしょに汚していた。

　焦点の合ってない目からは涙がぽろぽろと落ち、半開きの唇からは熱い吐息とヨダレがこぼれ。

　まるでレイプ後。途中からはほとんどそうだった。

「……すまん。我慢できなくて……」

　いまさらだとは思うが、熱に赤く染まった麻友の頬に触れながら謝った。

　だけど麻友は俺を責めるどころか、頬に当てられた手に自分の手を重ねながら首を横に振った。

「じゃあ今度は優しくしてください」

　そして小さく笑いながら俺に手を伸ばした。

「善処する、かもしれない」

「また曖昧な……でもいいですよ、べつに。また無茶苦茶にしてくれても」

　小悪魔のように麻友は妖艶に笑った。

　その大人びたしぐさにもう一度組み敷きたい劣情を抑え込みながら俺は言った。

「わかった。ちゃんと優しくする」

「……はい」

「よっと！」

「きゃああぁっ!?」

　俺は玄関先に仰向けになっていた麻友の体を両手で抱え上げた。横抱きにされた麻友が悲鳴を上げ、あわてて俺の肩に抱きついてくる。

　そのまま開きっぱなしのソファベッドまで運んだ。

「どっこいしょっと」

　麻友の体をソファベッドに降ろし、俺はひと息吐いた。

「ふぁあああっ!?　ふぁああっ、い、いきなりなにするんですかっ！　お、お姫様抱っこするならするって先に言ってください！　びっくりしました！」

「お姫様、抱っこ……」

　よく考えてみればそうだ。俺としては脱力している麻友を運びたかっただけなんだが。

「し、しかもどっこいしょってなんですか、どっこいしょって！　私そんなに重くありません！　やり直してください！」

「えー……」

　麻友個人が細身に分類されるほうだとしても、40キロ以上はあるんだからどっこいしょって言いたくもなるだろうが。しかもやり直しって。

「んもー、いいです。克樹さんがロマンのないひとってのはわかってますから」

「そうだ、俺はロマンがない面倒くさがりだ。わかったか」

「はいはい、しょうがないひとです」

　俺たちは顔を見合わせてくすりと笑った。

　優しくしようと思っても、どこかおかしいことになってしまう、それが俺たちだ。

　そんな空気が心地いい。

　俺は手を伸ばして、皺だらけになった麻友のブラウスを静かに脱がせた。

「…………」

　ソファベッドに仰向けになった麻友がじ、と俺を見上げてくる。薄い水色のシンプルなデザインの下着だ。細身の体によく似合っていると思う。

「……ん……」

　唇に触れるだけのキスをしてから耳と首筋をやわく噛んだ。麻友はくすぐたっそうに「……う、んん……」と身をよじった。

　鎖骨にも軽く吸いついた。身体に薄くまとわりつく汗がしょっぱかった。

「なんか、うれし、です」

　小さな息を何度も吐く合間に麻友はつぶやく。

「どうして？」

「優しくしてくれるの、んっ、初めてですから」

「……悪かったな」

　複雑な気持ちで俺は謝った。

　俺は麻友の背中に手を回し、ブラのホックを外してからブラをたくし上げた。途端にピンク色の乳首が転がり出てきた。仰向けになっているせいで乳房はほとんど平らになっていたが、それでも滑らかな丘の上で乳頭だけがぴんと直立していた。

　白い肌の上で存在を主張するそれに、俺は唇を寄せた。

「ん……っ」

　麻友の体がわずかに震える。

　硬くとがった肉の芽をころころと舌先で転がし、乳房ごとちゅぱちゅぱと吸い上げた。

「くふっ」

　麻友の身体が小さく震えて含み笑いのような甘い声が漏れた。

「ん、克樹さん赤ちゃんみたいです」

　それはもっと胸が大きくなってから言うべきだ。

　……と思ったが言わないままにしておいた。

　片方の乳房に吸いつきながら、もう片方の乳房を手のひらで揉んだ。いや、揉むというよりも薄い肉をくすぐったというほうが正しいか。

「ん、んふっ、んっ、くぅっ」

　含み笑いなんだか喘ぎ声なんだかわからない麻友の声。

　ふと、耳のあたりをくすぐる感触がした。

　見上げれば、麻友が俺の頭に両手で触れていた。

「おい……」

「いいじゃないですか。私だって、優しくしたいんです」

　麻友の手はさわさわと俺の頭を撫でつける。まるで幼い子供にするかのように。

　乳首をちゅくちゅく吸い続ける俺を、麻友は優しく優しく撫で続けた。

　心地いいような、それでいてどこか落ち着かないもどかしい感覚が俺を襲う。

　逃げるように俺は麻友の乳房からみぞおち、腹の周辺を丁寧に舐めた。

「あ、んっ、んぁ……か、克樹、さん……そんなとこ、ひゃうっ、な、舐める必要ある、んですか……っ」

　麻友の上半身がくねくねと動く。浮きそうになる腰を両手で押さえ込み、俺はへその周辺を丁寧に丁寧に舌先でくすぐった。

「ない。けど、俺がしたいから」

　ひくひくと震える腹部に舌をじっとりと這わせながら答えた。

「そ、ですか……それなら、しょうがないです……っ……」

　震える声が噛み殺される。

　もしかしたら麻友は腹が弱いのかもしれない。

　滑り落ちるようにキスを腹へと落とし続け、俺は麻友の脚のつけ根の割れ目へと手を伸ばした。当然だが濡れていた。淫唇を指でぬちっと押し開くと、淫らな液体がどろっと中からあふれた。

　性液のせいですっかりぐちょぐちょになったクリトリスにそっと指で触れた。

「ん、あっ」

　濡れた淫唇はさっきよりもたやすく指を飲み込む。

　愛液と精液で満たされた膣内は、異物の侵入に悦び、ひくついた。

　くぷ、と水音をたてて秘芯がじっとりと花開いた。

「あっ、あっ、あっ、んぅっ」

　指の関節を動かせば動かすほどに麻友の身体はぴくぴくと跳ねた。

　ぬるぬるとした粘膜をこすりつけるほどにその反応は手ごわく返ってくる。

　粘液がぐちゅぐちゅと弾ける音が聞こえる。

「あ、あの……さっきもしたから……もういいです、もう……」

　もっとかわいがろうと思っていたのにその手は麻友によって押さえられた。

　そして白い粘液が滴り落ちる淫唇を、ピンク色に濡れる性器を、指３本で開きながら言った。




「……もう、入れてください……」




　透明な愛液がくちりと水音を立てた。

「いやらしいやつだな」

「……克樹さんだって……」

　麻友は俺の下半身に視線を少しだけ向け、唇をとがらせた。俺自身も麻友に愛撫しているあいだにすっかり昂たかぶりを見せていた。

　俺は麻友の両脚を抱え上げ、濡れた淫唇に亀頭を押しつけた。

　つぷ……。

　さんざん犯しつくされた淫唇はするするとペニスを呑み込んでいく。きっと最奥を強く打つことだっていまなら簡単だろう。

　でも俺は優しくすると麻友と約束したから。

「ふぁぁああああぁ……っ」

　引きつるような麻友の声。

「麻友……っ」

　俺は細い身体を背中から抱きしめた。折れそうな気がした。壊れそうな気がした。これ以上力強く抱きしめていいのか迷った。

　だけど麻友の手が、優しく俺の肩を抱き寄せてくる。

「克樹さ……好き、です……」

　熱に浮かされた声が耳をくすぐった。

「好き、です。好き、なんです……好きです、んっ、好き、です、ふぁっ」

　そんなに言わなくてもと思ったが俺も麻友の体を抱きしめながらつぶやいた。

「麻友……好きだ」

「はい、はい……っ」

　身体をつなげる以上に心がつながる嬉しさ。

　俺自身を麻友のやわいやわい秘肉が温かく包み込んでいる。

　もう２回射精したというのに、それだけで興奮してしまい麻友の中に精を吐き出してしまいそうだ。

　腰をゆっくりと、ゆっくりと動かした。

　粘膜に、膣ひだに、亀頭を、陰茎を、押し込んで、こすりつけて、……味わって。

「あっあっあっ、ふぁあぁああっ、克樹さ、克樹さ……っ！　気持ち、いいですか？　私の身体、克樹さんの……あっ、あっ、やっあぁああぁ……っ」

　俺が麻友を愛すると同時に麻友も俺を愛してくれている。慈いつくしんでくれている。

　身体をつなげても血なんてつながらない。家族にはなれない。




　──じゃあ、これは傷の舐め合いですか？




　なにも言われてないのに悦楽に蕩ける麻友の瞳が俺に聞いた気がした。




　……そうかも、しれない。




　否定できるほどの強さは俺はまだ持っていない。

　だけど胸をじんわりと温かくしてくれる愛おしさも本物だ。

　麻友、好きだ。




「んっ、克樹さっ……わ、私……んんっ、あっ、あっあぁぁっ、ふぁぁああぁっ」

　ゆさゆさと腰を揺さぶるたびに麻友は啼なく。腰を引き戻し、再び打ちつける。深い深いストロークを何度も繰り返す。じゅぽじゅぽぐちゅずぼ。潤沢にあふれすぎている愛液が抽挿とともに激しい音を奏でる。

　優しくすると約束したはずなのに、もう俺は自分が優しくしているかどうかの判断もつかなくなっていた。

「麻友、俺は……っ」

　不安になって麻友の手に自分の手を重ねると、麻友はそっと指を絡め合わせてきた。

「……私ものすごく幸せ、です……」

　言葉を裏づけるかのように、媚肉がきゅうっとペニスを締めつけた。




　俺もだよ、という言葉は口にしたかどうかわからない。




　俺は麻友の性器に思う存分の精液を吐き出した。





＊






　──まどろみの中で。

　俺は麻友の胸で頭を抱かれていた。

　とくん、とくん、とくん。

　麻友の心音が伝わってくる。




　セックスのあと、俺たちは毛布を被ったままソファベッドに横になった。シングルサイズのベッドはふたりで寝転がるには狭いが、こうして密着している俺たちにとってはちょうどいい広さだった。

「克樹さん」

　俺の頭を優しく優しくかき撫でながら麻友は俺の名前を呼んでくれた。細い指がうなじや耳のうしろをくすぐるたびに焦れったいような、安らぐような気持ちになる。

「私は克樹さんにもっと幸せになってほしいんです。だから、わがままたくさん言ってください、ね。言っていいんですよ」

　俺はあと押しされたかったんだ。

　世界は自分の思いどおりになるものじゃないとあきらめる前に、もっと願いを口にしていいと誰かに保障されたかった。

「それが、うれしいんです」

　優しく語り続ける麻友の声。

　もしかしたらこれも傷の舐め合いかもしれない。

　それでも、傷の舐め合いから一歩ずつ踏み出すことができたのなら。いつかは麻友の幸せも自分の幸せも躊躇なく望むことができたのなら。

　きっと、俺たちは変わることができる。





◆エピローグ




「はぁ～、こんなにおいしいアイス、初めて食べました～」

　移動販売車で売っていたジェラートを口にして、麻友はほうっとため息を吐いた。

　さっきケーキをたくさん食べたくせによく入るものだ。




『克樹さん！　私の誕生日、なにももらってません！　なにかプレゼントとかないんですか！　プ、レ、ゼ、ン、ト！　た、ん、じょ、う、び！』




　などと麻友がうるさいからとりあえず麻友を連れて出かけることにした。

　温水プールに連れていったのは誕生日プレゼントのつもりだったが。あれは結局喧嘩して別れるはめになってしまったし。それにちゃんと説明もしていなかった。

　やり直しの意味も込めて俺は麻友を喫茶店に連れていった。

　もっとも小さいサイズとはいえ、ホールケーキをふたりで食べたのだから俺の腹はそれなりに満たされていた。

　なのに、俺よりたくさん食べたはずの麻友はジェラートをぱくぱく食べている。

　太るぞ。いや、肉がつくのはうれしいがその前に腹を壊すかもしれん。

「はい、克樹さんもどうぞ」

　スプーンですくったジェラートを俺に差し出してくる麻友。

「ひとりで食え。俺は腹いっぱいなんだよ。つか、おまえもよく入るな」

「甘い物は別腹ってやつです。はいどーぞ」

　顔を背けたというのに麻友はしつこくスプーンを突きつけてくる。

「だから、俺はいらないって」

「私が、食べてほしいんです。だって、おいしいものはみんなで食べたほうがおいしくなりますから」

「…………」




　麻友が突き出すジェラートを口に入れた。

　やっぱり甘かった。





＊






　なにかプレゼントでも買ったほうがいいのだろうかとブラブラ歩いていたが、麻友はあちこちの店に寄っては買い食いを繰り返している。いまは粒あんの入ったたい焼きをおいしそうに頬張っていた。

　まぁ、今日くらいならいいか。

「わぁ～」

　今度はなんの食べ物を見つけたのか麻友がパタパタと駆けていく。

　ため息を吐きながら追いかけると、そこにあったのは食べ物の店ではなかった。

　ブルーシートの上にシルバーアクセサリーが無造作に並べられている。シートの前にいるのは帽子を被った女性だ。

「見てください、とってもきれいですよ」

　すでにシートの前にしゃがみ込んだ麻友が俺に声をかけてくる。

「まぁ……そうだな」

　きれいだなんて言われても銀一色のシルバーアクセサリーだけじゃ共感は難しい。確かに細工はうまいと思うが特に惹かれるものはない、なんて正直な感想店主の前で言えるわけがない。

　店の片隅には『千円均一』と書かれた小さな段ボール札が立っていた。

　段ボールの札か。

　なにかを思い出してしまい、麻友にばれないようにこっそりと笑った。

　麻友はときどき髪に小さなクリップをつけている。動きやすいように結んでいることもある。しかしそれだけだ。アクセサリーと呼ぶ類のものをつけている場面を見たことがない。持っていない可能性だってある。

「好きなの買っていいぞ」

「ほんとですか？」

　目を輝かせる麻友にまたも軽いデジャブを覚えながら俺は財布から１０００円札を取り出した。

　10分くらい「むー」とうなりながら麻友が決めたものは、小さく星が刻まれた銀の指輪だった。

　小さな紙袋に入れてもらい、俺達はアパートへと帰ることにした。

　途中の道、麻友は紙袋から指輪を取り出し、２本の指で挟むようにつまんだ。

「そんなことしてたら落とすだろ。袋に入れるか指につけるかしろ」

「指輪ってつける指で意味があるんですよ」

「婚約指輪だけじゃないのか」

「人差し指が自分に自信をつけるためで、中指は家族からもらった指輪。そして薬指が婚約指輪で、小指が恋愛成就なんです。恋人からもらった指輪も小指ですね」

「へー」

　聞いた知識を右から左に聞き流そうとして、ふと１本だけ説明を受けてないことに気づいた。

「親指は？」

「……………………ど……努力？」

　たぶん違うな。俺も答えは知らないが。

「克樹さんはどの指につければいいと思いますか？」

「好きな指につければいいじゃねーか。面倒くせーな」

「もう！　さっきの話聞いてました？　人差し指が自信で、中指が家族。薬指が婚約指輪で……小指が恋人から、です」

「…………」

　麻友が言いたいことがなんとなく、理解できた。




「どの指につけるか克樹さんが決めてください」




　なにもつけていない左手と、指輪を差し出しながら麻友は聞いてきた。

　どの指につけるのを期待しているかはすでにわかっている。

　小指。恋人の指。

　だから俺は裏切ってやることにした。

　俺は差し出される左手と指輪をつかみ、指輪を左手の指にはめてやった。

「え……え……？」

　目を白黒させながら指輪と俺を交互に見る麻友。

　ま、期待してたロマンはやれなくて悪かったな。

　これ以上麻友を見ることはできず、俺はうしろを向いてひとりだけで歩き出した。

「おら、つけてやったぞ。さっさと帰って飯にするぞ」

「あ、あのっ！　待ってください」

「待たない」

　うしろから声をかけられるが俺は構わず歩き続ける。あわてた麻友が走ってきて、俺の右隣に並んだ。

　俺は麻友がいる反対側へと顔を向けた。明らかに視線をそらしていることがわかってしまうが、……まともに顔なんて見られるわけがない。

「あの！　……本当にここでいいんですか……？　や、やり直しもできますよ……？」

「嫌ならほかの指につけ替えろよ」

　麻友がそれを望むのなら本当にそうしてほしい。

　若干やりすぎたかもしれないと反省はしている。

　だが後悔はしない。

「いえ、ずっとつけてます」

「……いや、本当につけ替えろよ。……それ、安物だし」

　相場はよくわからないが、まさか１０００円のシルバーアクセサリーでいいものとは思えない。

「いいえ」

　指輪をつけた左手が俺の右手をぎゅっと握った。




「一生つけてますから」


＜了＞
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